
(57)【要約】

【解決手段】　容器アッセンブリは、第１容器と第２容

器を備えている。第１容器は、第１連続本体部分（１２

）と第１縁部（１４）を含んでいる。前記縁部は、そこ

から概ね上向きに突き出ている第１の複数のリブ（２０

）を有しており、隣接するリブの間に第１空間（２２）

が形成されている。第２容器は、第２連続本体部分と第

２縁部を含んでいる。前記縁部は、そこから概ね上向き

に突き出ている第２の複数のリブを有しており、隣接す

るリブの間に第２空間が形成されている。第２縁部と第

１縁部は、実質的に同じ形に作られている。第１容器と

第２容器は、第１の複数の上向きに突き出ているリブを

それぞれの第２空間に嵌め込み、第２の複数の上向きに

突き出ているリブを、それぞれの第１空間に嵌め込むこ

とによって、互いに解除可能にロックできるようになっ

ている。第１容器は、第２容器と実質的に同じ形に作ら

れている。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 容 器 ア ッ セ ン ブ リ に お い て 、
　 第 １ 連 続 本 体 部 分 と 、 前 記 第 １ 本 体 部 分 を 取 り 囲 み 、 そ こ か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い
る 第 １ 縁 部 と 、 を 含 ん で い る 第 １ 容 器 で あ っ て 、 前 記 第 １ 縁 部 は 、 そ こ か ら 概 ね 上 向 き に
突 き 出 て い る 第 １ の 複 数 の リ ブ を 有 し て お り 、 隣 接 す る 前 記 リ ブ の 間 に 第 １ 空 間 が 形 成 さ
れ て い る 、 第 １ 容 器 と 、
　 第 ２ 連 続 本 体 部 分 と 、 前 記 第 ２ 本 体 部 分 を 取 り 囲 み 、 そ こ か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い
る 第 ２ 縁 部 と 、 を 含 ん で い る 第 ２ 容 器 で あ っ て 、 前 記 第 ２ 縁 部 は 、 そ こ か ら 概 ね 上 向 き に
突 き 出 て い る 第 ２ の 複 数 の リ ブ を 有 し て お り 、 隣 接 す る 前 記 リ ブ の 間 に 第 ２ 空 間 が 形 成 さ
れ て い る 、 第 ２ 容 器 と 、 を 備 え て お り 、 前 記 第 １ 容 器 は 、 前 記 第 ２ 容 器 と 、 実 質 的 に 同 じ
形 に 作 ら れ て お り 、
　 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 は 、 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ を 、 そ れ
ぞ れ の 前 記 第 ２ 空 間 に 嵌 め 込 み 、 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ を 、 そ れ ぞ
れ の 前 記 第 １ 空 間 に 嵌 め 込 む こ と に よ っ て 、 互 い に 解 除 可 能 に ロ ッ ク す る こ と が で き る よ
う に な っ て い る 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 は ボ ウ ル で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 は プ レ ー ト で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 容 器 は ボ ウ ル で あ り 、 前 記 第 ２ 容 器 は プ レ ー ト で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 容 器
ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 は 大 皿 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 は ポ リ マ ー 材 料 で 作 ら れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 容 器 ア
ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 は ミ ネ ラ ル 充 填 ポ リ マ ー 材 料 で 作 ら れ て い る 、 請 求 項 ６ に
記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 の 少 な く と も 一 方 は 、 紙 又 は 金 属 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載
の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ 容 器 は 前 記 第 ２ 容 器 と 同 一 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 の １ 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ と 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る
リ ブ は 、 各 縁 部 の 残 り の 部 分 の 面 に 対 し て 略 垂 直 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン
ブ リ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 の １ 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ と 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る
リ ブ は 、 各 縁 部 の 残 り の 部 分 の 面 に 対 し て 略 垂 直 で あ る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ
ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 そ れ ぞ れ に 前 記 第 １ 縁 部 の 残 り の 部 分
の 面 に 対 し て 略 垂 直 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る 第 １ 及 び 第 ２ 側 壁 と 、 前 記 第 １ 側 壁 と
前 記 第 ２ 側 壁 を 覆 っ て 架 橋 す る 第 １ の 概 ね 平 坦 な 面 と 、 を 備 え て お り 、 前 記 第 ２ の 複 数 の
上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 そ れ ぞ れ に 前 記 第 ２ 縁 部 の 残 り の 部 分 の 面 に 対 し て 略 垂 直
に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る 第 ３ 及 び 第 ４ 側 壁 と 、 前 記 第 ３ 側 壁 と 前 記 第 ４ 側 壁 を 覆 っ
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て 架 橋 す る 第 ２ の 概 ね 平 坦 な 面 と 、 を 備 え て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 第 １ 及 び 第 ２ 側 壁 と 、 前 記 第 １ 側 壁 と
前 記 第 ２ 側 壁 を 覆 っ て 架 橋 す る 面 と 、 を 備 え て お り 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 側 壁 の 少 な く と も
一 方 は 、 第 １ ア ン ダ ー カ ッ ト を 有 し て お り 、 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ
は 、 第 ３ 及 び 第 ４ 側 壁 と 、 前 記 第 ３ 側 壁 と 前 記 第 ４ 側 壁 を 覆 っ て 架 橋 す る 面 と 、 を 備 え て
お り 、 前 記 第 ３ 及 び 第 ４ 側 壁 の 少 な く と も 一 方 は 、 第 ２ ア ン ダ ー カ ッ ト を 有 し て い る 、 請
求 項 １ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 前 記 第 １ 縁 部 の 方 向 に 略 直 角 な 第 １ パ
タ ー ン を 作 り 、 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 前 記 第 ２ 縁 部 の 方 向 に 略
直 角 な 第 ２ パ タ ー ン を 作 る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 前 記 第 １ 縁 部 の 方 向 に 直 角 な 第 １ パ タ
ー ン を 作 り 、 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 前 記 第 ２ 縁 部 の 方 向 に 直 角
な 第 ２ パ タ ー ン を 作 る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １ 容 器 の 中 心 と 略 同
心 で あ り 、 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 第 ２ 容 器 の 中
心 と 略 同 心 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ と 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る
リ ブ は 、 ぞ れ ぞ れ 、 少 な く と も 約 ３ 個 の リ ブ を 含 ん で い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ
ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ と 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る
リ ブ は 、 ぞ れ ぞ れ 、 少 な く と も 約 ４ ０ 個 の リ ブ を 含 ん で い る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 容 器 ア
ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 第 １ 縁 部 と 前 記 第 ２ 縁 部 は 、 シ ー ル を 形 成 す る よ う に 作 ら れ て い る 、 請 求 項 １ に 記
載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 シ ー ル は 、 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ と 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き
に 突 き 出 て い る リ ブ か ら 外 方 向 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ
。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 シ ー ル は 、 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ と 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き
に 突 き 出 て い る リ ブ か ら 内 方 向 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ
。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ と 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る
リ ブ は 、 ぞ れ ぞ れ 、 少 な く と も 約 ２ セ ッ ト の リ ブ を 含 ん で い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 容 器 ア
ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 第 １ 容 器 と 第 ２ 容 器 は 熱 成 形 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 形 成 す る 方 法 に お い て 、
　 第 １ 連 続 本 体 部 分 と 、 前 記 第 １ 本 体 部 分 を 取 り 囲 み 、 そ こ か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い
る 第 １ 縁 部 と 、 を 含 ん で い る 第 １ 容 器 を 提 供 す る 段 階 で あ っ て 、 前 記 第 １ 縁 部 は 、 そ こ か
ら 概 ね 上 向 き に 突 き 出 て い る 第 １ の 複 数 の リ ブ を 有 し て お り 、 隣 接 す る 前 記 リ ブ の 間 に 第
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１ 空 間 が 形 成 さ れ て い る 、 第 １ 容 器 を 提 供 す る 段 階 と 、
　 第 ２ 連 続 本 体 部 分 と 、 前 記 第 ２ 本 体 部 分 を 取 り 囲 み 、 そ こ か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い
る 第 ２ 縁 部 と 、 を 含 ん で い る 第 ２ 容 器 を 提 供 す る 段 階 で あ っ て 、 前 記 第 ２ 縁 部 は 、 そ こ か
ら 概 ね 上 向 き に 突 き 出 て い る 第 ２ の 複 数 の リ ブ を 有 し て お り 、 隣 接 す る 前 記 リ ブ の 間 に 第
２ 空 間 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 第 １ 容 器 は 、 前 記 第 ２ 容 器 と 実 質 的 に 同 じ 形 に 作 ら れ て い
る 、 第 ２ 容 器 を 提 供 す る 段 階 と 、
　 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 が 略 整 列 し 、 前 記 第 １ 縁 部 と 前 記 第 ２ 縁 部 が 互 い に 隣 接 す
る よ う に 、 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 の 内 の １ つ を 指 先 で 押 す 段 階 と 、
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ を そ れ ぞ れ の 第 ２ 空 間 に 嵌 め 込 み 、 前 記 第
２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ を そ れ ぞ れ の 第 １ 空 間 に 嵌 め 込 み 、 前 記 第 １ 容 器 と
前 記 第 ２ 容 器 が 互 い に 解 除 可 能 に ロ ッ ク で き る よ う に す る 段 階 と 、 か ら 成 る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ を そ れ ぞ れ の 第 ２ 空 間 に 嵌 め 込 み 、 前 記 第
２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ を そ れ ぞ れ の 第 １ 空 間 に 嵌 め 込 む 前 記 段 階 の 前 に 、
前 記 第 １ 容 器 と 第 ２ 容 器 の 少 な く と も 一 方 の 上 に 食 品 を 配 置 す る 段 階 を 更 に 含 ん で い る 、
請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 は ボ ウ ル で あ る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 は プ レ ー ト で あ る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 第 １ 容 器 と 第 ２ 容 器 は ポ リ マ ー 材 料 で 作 ら れ て い る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 第 １ 容 器 は 前 記 第 ２ 容 器 と 同 一 で あ る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ と 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る
リ ブ は 、 前 記 各 縁 部 の 残 り の 部 分 の 面 に 対 し て 略 垂 直 で あ る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 第 １ 及 び 第 ２ 側 壁 と 、 前 記 第 １ 側 壁 と
前 記 第 ２ 側 壁 を 覆 っ て 架 橋 す る 面 と 、 を 備 え て お り 、 前 記 第 １ 及 び 前 記 第 ２ 側 壁 の 少 な く
と も 一 方 は 、 第 １ ア ン ダ ー カ ッ ト を 有 し て お り 、 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る
リ ブ は 、 第 ３ 及 び 第 ４ 側 壁 と 、 前 記 第 ３ 側 壁 と 前 記 第 ４ 側 壁 を 覆 っ て 架 橋 す る 面 と 、 を 備
え て お り 、 前 記 第 ３ 及 び 前 記 第 ４ 側 壁 の 少 な く と も 一 方 は 、 第 ２ ア ン ダ ー カ ッ ト を 有 し て
い る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 前 記 第 １ 縁 部 の 方 向 に 略 直 角 な 第 １ パ
タ ー ン を 作 り 、 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 前 記 第 ２ 縁 部 の 方 向 に 略
直 角 な 第 ２ パ タ ー ン を 作 る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １ 容 器 の 中 心 と 略 同
心 で あ り 、 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 第 ２ 容 器 の 中
心 と 略 同 心 で あ る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 第 １ 縁 部 と 前 記 第 ２ 縁 部 は 、 シ ー ル を 形 成 す る よ う に 作 ら れ て い る 、 請 求 項 ２ ４ に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 シ ー ル は 、 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ と 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き
に 突 き 出 て い る リ ブ か ら 外 方 向 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 容 器 ア ッ セ ン ブ リ に お い て 、
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　 第 １ 連 続 本 体 部 分 と 、 前 記 第 １ 本 体 部 分 を 取 り 囲 み 、 そ こ か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い
る 第 １ 縁 部 と 、 を 含 ん で い る 第 １ 容 器 で あ っ て 、 前 記 第 １ 縁 部 は 、 そ こ か ら 概 ね 上 向 き に
突 き 出 て い る 第 １ の 複 数 の リ ブ を 有 し て お り 、 隣 接 す る 前 記 リ ブ の 間 に 第 １ 空 間 が 形 成 さ
れ て い る 、 第 １ 容 器 と 、
　 第 ２ 連 続 本 体 部 分 と 、 前 記 第 ２ 本 体 部 分 を 取 り 囲 み 、 そ こ か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い
る 第 ２ 縁 部 と 、 を 含 ん で い る 第 ２ 容 器 で あ っ て 、 前 記 第 ２ 縁 部 は 、 そ こ か ら 概 ね 上 向 き に
突 き 出 て い る 第 ２ の 複 数 の リ ブ を 有 し て お り 、 隣 接 す る 前 記 リ ブ の 間 に 第 ２ 空 間 が 形 成 さ
れ て い る 、 第 ２ 容 器 と 、 を 備 え て お り 、 前 記 第 １ 縁 部 と 前 記 第 ２ 縁 部 は 、 実 質 的 に 同 じ 形
に 作 ら れ て お り 、
　 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 は 、 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ を そ れ ぞ
れ の 前 記 第 ２ 空 間 に 嵌 め 込 み 、 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ を そ れ ぞ れ の
前 記 第 １ 空 間 に 嵌 め 込 む こ と に よ っ て 、 互 い に 解 除 可 能 に ロ ッ ク す る こ と が で き る よ う に
な っ て い る 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 は ボ ウ ル で あ る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 は プ レ ー ト で あ る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ
。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 前 記 第 １ 容 器 は ボ ウ ル で あ り 、 前 記 第 ２ 容 器 は プ レ ー ト で あ る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 容
器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 は 大 皿 で あ る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 は ポ リ マ ー 材 料 で 作 ら れ て い る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 容 器
ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 は ミ ネ ラ ル 充 填 ポ リ マ ー 材 料 で 作 ら れ て い る 、 請 求 項 ４ １
に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 の 少 な く と も 一 方 は 、 紙 又 は 金 属 で あ る 、 請 求 項 ３ ６ に 記
載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 前 記 第 １ 縁 部 は 前 記 第 ２ 縁 部 と 同 一 で あ る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ と 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る
リ ブ は 、 前 記 各 縁 部 の 残 り の 部 分 の 面 に 対 し て 略 垂 直 で あ る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 容 器 ア
ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ と 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る
リ ブ は 、 前 記 各 縁 部 の 残 り の 部 分 の 面 に 対 し て 略 垂 直 で あ る 、 請 求 項 ４ ５ に 記 載 の 容 器 ア
ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 そ れ ぞ れ に 前 記 第 １ 縁 部 の 残 り の 部 分
の 面 に 対 し て 略 垂 直 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る 第 １ 及 び 第 ２ 側 壁 と 、 前 記 第 １ 側 壁 と
前 記 第 ２ 側 壁 を 覆 っ て 架 橋 す る 第 １ の 概 ね 平 坦 な 面 と 、 を 備 え て お り 、 前 記 第 ２ の 複 数 の
上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 そ れ ぞ れ に 前 記 第 ２ 縁 部 の 残 り の 部 分 の 面 に 対 し て 略 垂 直
に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る 第 ３ 及 び 第 ４ 側 壁 と 、 前 記 第 ３ 側 壁 と 前 記 第 ４ 側 壁 を 覆 っ
て 架 橋 す る 第 ２ の 概 ね 平 坦 な 面 と 、 を 備 え て い る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ
。
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【 請 求 項 ４ ８ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 第 １ 及 び 第 ２ 側 壁 と 、 前 記 第 １ 側 壁 と
前 記 第 ２ 側 壁 を 覆 っ て 架 橋 す る 面 と 、 を 備 え て お り 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 側 壁 の 少 な く と も
一 方 は 、 第 １ ア ン ダ ー カ ッ ト を 有 し て お り 、 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ
は 、 第 ３ 及 び 第 ４ 側 壁 と 、 前 記 第 ３ 側 壁 と 前 記 第 ４ 側 壁 を 覆 っ て 架 橋 す る 面 と 、 を 備 え て
お り 、 前 記 第 ３ 及 び 第 ４ 側 壁 の 少 な く と も 一 方 は 、 第 ２ ア ン ダ ー カ ッ ト を 有 し て い る 、 請
求 項 ３ ６ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 前 記 第 １ 縁 部 の 方 向 に 略 直 角 な 第 １ パ
タ ー ン を 作 り 、 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 前 記 第 ２ 縁 部 の 方 向 に 略
直 角 な 第 ２ パ タ ー ン を 作 る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 前 記 第 １ 縁 部 の 方 向 に 直 角 な 第 １ パ タ
ー ン を 作 り 、 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 前 記 第 ２ 縁 部 の 方 向 に 直 角
な 第 ２ パ タ ー ン を 作 る 、 請 求 項 ４ ９ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １ 容 器 の 中 心 と 略 同
心 で あ り 、 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 第 ２ 容 器 の 中
心 と 略 同 心 で あ る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ と 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る
リ ブ は 、 ぞ れ ぞ れ 、 少 な く と も 約 ３ 個 の リ ブ を 含 ん で い る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 容 器 ア ッ
セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ と 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る
リ ブ は 、 ぞ れ ぞ れ 、 少 な く と も 約 ４ ０ 個 の リ ブ を 含 ん で い る 、 請 求 項 ５ ２ に 記 載 の 容 器 ア
ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 前 記 第 １ 縁 部 と 前 記 第 ２ 縁 部 は 、 シ ー ル を 形 成 す る よ う に 作 ら れ て い る 、 請 求 項 ３ ６ に
記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 前 記 シ ー ル は 、 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ と 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き
に 突 き 出 て い る リ ブ か ら 外 方 向 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 ５ ４ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ
。
【 請 求 項 ５ ６ 】
　 前 記 シ ー ル は 、 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ と 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き
に 突 き 出 て い る リ ブ か ら 内 方 向 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 ５ ４ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ
。
【 請 求 項 ５ ７ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ と 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る
リ ブ は 、 ぞ れ ぞ れ 、 少 な く と も 約 ２ セ ッ ト の リ ブ を 含 ん で い る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 容 器
ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ５ ８ 】
　 前 記 第 １ 容 器 と 第 ２ 容 器 は 熱 成 形 さ れ て い る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ５ ９ 】
　 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 形 成 す る 方 法 に お い て 、
　 第 １ 連 続 本 体 部 分 と 、 前 記 第 １ 本 体 部 分 を 取 り 囲 み 、 そ こ か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い
る 第 １ 縁 部 と 、 を 含 ん で い る 第 １ 容 器 を 提 供 す る 段 階 で あ っ て 、 前 記 第 １ 縁 部 は 、 そ こ か
ら 概 ね 上 向 き に 突 き 出 て い る 第 １ の 複 数 の リ ブ を 有 し て お り 、 隣 接 す る 前 記 リ ブ の 間 に 第
１ 空 間 が 形 成 さ れ て い る 、 第 １ 容 器 を 提 供 す る 段 階 と 、
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　 第 ２ 連 続 本 体 部 分 と 、 前 記 第 ２ 本 体 部 分 を 取 り 囲 み 、 そ こ か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い
る 第 ２ 縁 部 と 、 を 含 ん で い る 第 ２ 容 器 を 提 供 す る 段 階 で あ っ て 、 前 記 第 ２ 縁 部 は 、 そ こ か
ら 概 ね 上 向 き に 突 き 出 て い る 第 ２ の 複 数 の リ ブ を 有 し て お り 、 隣 接 す る 前 記 リ ブ の 間 に 第
２ 空 間 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 第 ２ 縁 部 と 前 記 第 １ 縁 部 は 、 実 質 的 に 同 じ 形 に 作 ら れ て い
る 、 第 ２ 容 器 を 提 供 す る 段 階 と 、
　 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 が 略 整 列 し 、 前 記 第 １ 縁 部 と 前 記 第 ２ 縁 部 が 互 い に 隣 接 す
る よ う に 、 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 の 内 の １ つ を 指 先 で 押 す 段 階 と 、
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ を そ れ ぞ れ の 第 ２ 空 間 に 嵌 め 込 み 、 前 記 第
２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ を そ れ ぞ れ の 第 １ 空 間 に 嵌 め 込 み 、 前 記 第 １ 容 器 と
前 記 第 ２ 容 器 が 互 い に 解 除 可 能 に ロ ッ ク で き る よ う に す る 段 階 と 、 か ら 成 る 方 法 。
【 請 求 項 ６ ０ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ を そ れ ぞ れ の 第 ２ 空 間 に 嵌 め 込 み 、 前 記 第
２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ を そ れ ぞ れ の 第 １ 空 間 に 嵌 め 込 む 前 記 段 階 の 前 に 、
前 記 第 １ 容 器 と 第 ２ 容 器 の 少 な く と も 一 方 の 上 に 食 品 を 配 置 す る 段 階 を 更 に 含 ん で い る 、
請 求 項 ５ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ １ 】
　 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 は ボ ウ ル で あ る 、 請 求 項 ５ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ２ 】
　 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 は プ レ ー ト で あ る 、 請 求 項 ５ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ３ 】
　 前 記 第 １ 容 器 は ボ ウ ル で あ り 、 前 記 第 ２ 容 器 は プ レ ー ト で あ る 、 請 求 項 ５ ９ に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ６ ４ 】
　 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 は ポ リ マ ー 材 料 で 作 ら れ て い る 、 請 求 項 ５ ９ に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ６ ５ 】
　 前 記 第 １ 縁 部 は 前 記 第 ２ 縁 部 と 同 一 で あ る 、 請 求 項 ５ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ６ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ と 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る
リ ブ は 、 前 記 各 縁 部 の 残 り の 部 分 の 面 に 対 し て 略 垂 直 で あ る 、 請 求 項 ５ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ７ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 第 １ 及 び 第 ２ 側 壁 と 、 前 記 第 １ 側 壁 と
前 記 第 ２ 側 壁 を 覆 っ て 架 橋 す る 面 と 、 を 備 え て お り 、 前 記 第 １ 及 び 前 記 第 ２ 側 壁 の 少 な く
と も 一 方 は 、 第 １ ア ン ダ ー カ ッ ト を 有 し て お り 、 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る
リ ブ は 、 第 ３ 及 び 第 ４ 側 壁 と 、 前 記 第 ３ 側 壁 と 前 記 第 ４ 側 壁 を 覆 っ て 架 橋 す る 面 と 、 を 備
え て お り 、 前 記 第 ３ 及 び 前 記 第 ４ 側 壁 の 少 な く と も 一 方 は 、 第 ２ ア ン ダ ー カ ッ ト を 有 し て
い る 、 請 求 項 ５ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ８ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 前 記 第 １ 縁 部 の 方 向 に 略 直 角 な 第 １ パ
タ ー ン を 作 り 、 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 前 記 第 ２ 縁 部 の 方 向 に 略
直 角 な 第 ２ パ タ ー ン を 作 る 、 請 求 項 ５ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ９ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １ 容 器 の 中 心 と 略 同
心 で あ り 、 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 第 ２ 容 器 の 中
心 と 略 同 心 で あ る 、 請 求 項 ５ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ０ 】
　 前 記 第 １ 縁 部 と 前 記 第 ２ 縁 部 は 、 シ ー ル を 形 成 す る よ う に 作 ら れ て い る 、 請 求 項 ５ ９ に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ １ 】
　 前 記 シ ー ル は 、 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ と 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き
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に 突 き 出 て い る リ ブ か ら 外 方 向 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 ７ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ２ 】
　 容 器 ア ッ セ ン ブ リ に お い て 、
　 第 １ 連 続 本 体 部 分 と 、 前 記 第 １ 本 体 部 分 を 取 り 囲 み 、 そ こ か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い
る 第 １ 縁 部 と 、 を 含 ん で い る 第 １ 容 器 で あ っ て 、 前 記 第 １ 縁 部 は 、 第 １ の 複 数 の 上 向 き に
突 き 出 て い る 造 形 部 を 有 し て お り 、 隣 接 す る 前 記 上 向 き に 突 き 出 て い る 造 形 部 の 間 に 第 １
空 間 が 形 成 さ れ て い る 、 第 １ 容 器 と 、
　 第 ２ 連 続 本 体 部 分 と 、 前 記 第 ２ 本 体 部 分 を 取 り 囲 み 、 そ こ か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い
る 第 ２ 縁 部 と 、 を 含 ん で い る 第 ２ 容 器 で あ っ て 、 前 記 第 ２ 縁 部 は 、 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に
突 き 出 て い る 造 形 部 を 有 し て お り 、 隣 接 す る 前 記 上 向 き に 突 き 出 て い る 造 形 部 の 間 に 第 ２
空 間 が 形 成 さ れ て い る 、 第 ２ 容 器 と 、 を 備 え て お り 、 前 記 第 １ 縁 部 と 前 記 第 ２ 縁 部 は 、 実
質 的 に 同 じ 形 に 作 ら れ て お り 、
　 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 は 、 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る 造 形 部 を そ れ
ぞ れ の 前 記 第 ２ 空 間 に 嵌 め 込 み 、 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る 造 形 部 を そ れ ぞ
れ の 前 記 第 １ 空 間 に 嵌 め 込 む こ と に よ っ て 、 互 い に 解 除 可 能 に ロ ッ ク す る こ と が で き る よ
う に な っ て い る 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ７ ３ 】
　 前 記 第 １ 容 器 は 、 前 記 第 ２ 容 器 と 実 質 的 に 同 じ 形 に 作 ら れ て い る 、 請 求 項 ７ ２ に 記 載 の
容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ７ ４ 】
　 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 は 同 一 で あ る 、 請 求 項 ７ ３ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ７ ５ 】
　 前 記 第 １ 縁 部 と 前 記 第 ２ 縁 部 は 同 一 で あ る 、 請 求 項 ７ ２ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ７ ６ 】
　 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 は ポ リ マ ー 材 料 で 作 ら れ て い る 、 請 求 項 ７ ２ に 記 載 の 容 器
ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ７ ７ 】
　 前 記 第 １ 縁 部 と 前 記 第 ２ 縁 部 は 、 シ ー ル を 形 成 す る よ う に 作 ら れ て い る 、 請 求 項 ７ ２ に
記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ７ ８ 】
　 前 記 シ ー ル は 、 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ と 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き
に 突 き 出 て い る リ ブ か ら 外 方 向 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 ７ ７ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ
。
【 請 求 項 ７ ９ 】
　 前 記 シ ー ル は 、 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ と 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き
に 突 き 出 て い る リ ブ か ら 内 方 向 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 ７ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ ０ 】
　 容 器 ア ッ セ ン ブ リ に 用 い ら れ る 容 器 に お い て 、 連 続 本 体 部 分 と 、 前 記 本 体 部 分 を 取 り 囲
み 、 そ こ か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い る 縁 部 と 、 を 備 え て お り 、 前 記 縁 部 は 、 そ こ か ら 概
ね 上 向 き に 突 き 出 て い る 第 １ の 複 数 の リ ブ を 有 し て お り 、 隣 接 す る 前 記 リ ブ の 間 に 第 １ 空
間 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 縁 部 は 、 前 記 第 １ の 複 数 リ ブ と 前 記 第 １ 空 間 を 、 第 ２ 容 器 の そ
れ ぞ れ の 第 ２ 空 間 と 第 ２ の 複 数 の リ ブ に 嵌 め 込 む こ と に よ っ て 、 解 除 可 能 に ロ ッ ク で き る
よ う に な っ て お り 、 前 記 第 ２ 空 間 及 び 前 記 第 ２ の 複 数 の リ ブ は 、 そ れ ぞ れ の 前 記 第 １ 空 間
及 び 前 記 第 １ 複 数 の リ ブ と 実 質 的 に 同 じ 形 に 作 ら れ て い る 、 容 器 。
【 請 求 項 ８ １ 】
　 前 記 第 １ 容 器 は ボ ウ ル で あ る 、 請 求 項 ８ ０ に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 ８ ２ 】
　 前 記 第 １ 容 器 は プ レ ー ト で あ る 、 請 求 項 ８ ０ に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 ８ ３ 】
　 前 記 第 １ 容 器 は ポ リ マ ー 材 料 で 作 ら れ て い る 、 請 求 項 ８ ０ に 記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 ８ ４ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 前 記 各 縁 部 の 残 り の 部 分 の 面 に 対 し て
概 ね 垂 直 で あ る 、 請 求 項 ８ ０ に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 ８ ５ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 前 記 各 縁 部 の 残 り の 部 分 の 面 に 対 し て
垂 直 で あ る 、 請 求 項 ８ ４ に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 ８ ６ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 第 １ 及 び 第 ２ 側 壁 と 、 前 記 第 １ 側 壁 と
前 記 第 ２ 側 壁 を 覆 っ て 架 橋 す る 面 と 、 を 備 え て お り 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 側 壁 の 少 な く と も
一 方 は 第 １ ア ン ダ ー カ ッ ト を 有 し て い る 、 請 求 項 ８ ０ に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 ８ ７ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 前 記 第 １ 縁 部 の 方 向 に 略 直 角 な 第 １ パ
タ ー ン を 作 る 、 請 求 項 ８ ０ に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 ８ ８ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 前 記 第 １ 縁 部 の 方 向 に 直 角 な 第 １ パ タ
ー ン を 作 る 、 請 求 項 ８ ７ に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 ８ ９ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 前 記 第 １ 容 器 の 中 心 と 略 同 心 で あ る 、
請 求 項 ８ ０ に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 ９ ０ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 少 な く と も 約 ３ 個 の リ ブ を 含 ん で い る
、 請 求 項 ８ ０ に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 ９ １ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 少 な く と も 約 ４ ０ 個 の リ ブ を 含 ん で い
る 、 請 求 項 ９ ０ に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 ９ ２ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 少 な く と も 約 ２ セ ッ ト の リ ブ を 含 ん で
い る 、 請 求 項 ８ ０ に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 ９ ３ 】
　 容 器 ア ッ セ ン ブ リ に 用 い ら れ る 容 器 に お い て 、 連 続 本 体 部 分 と 、 前 記 本 体 部 分 を 取 り 囲
み 、 そ こ か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い る 縁 部 と 、 を 備 え て お り 、 前 記 縁 部 は 、 そ こ か ら 概
ね 上 向 き に 突 き 出 て い る 第 １ の 複 数 の リ ブ を 有 し て お り 、 隣 接 す る 前 記 リ ブ の 間 に 第 １ 空
間 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 縁 部 は 、 前 記 第 １ の 複 数 リ ブ と 前 記 第 １ 空 間 を 、 第 ２ 容 器 の そ
れ ぞ れ の 第 ２ 空 間 と 第 ２ の 複 数 の リ ブ に 嵌 め 込 む こ と に よ っ て 、 解 除 可 能 に ロ ッ ク で き る
よ う に な っ て お り 、 前 記 第 ２ 容 器 は 、 前 記 第 １ 容 器 と 実 質 的 に 同 じ 形 に 作 ら れ て い る 、 容
器 。
【 請 求 項 ９ ４ 】
　 前 記 第 １ 容 器 は ボ ウ ル で あ る 、 請 求 項 ９ ３ に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 ９ ５ 】
　 前 記 第 １ 容 器 は プ レ ー ト で あ る 、 請 求 項 ９ ３ に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 ９ ６ 】
　 前 記 第 １ 容 器 は ポ リ マ ー 材 料 で 作 ら れ て い る 、 請 求 項 ９ ３ に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 ９ ７ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 前 記 各 縁 部 の 残 り の 部 分 の 面 に 対 し て
概 ね 垂 直 で あ る 、 請 求 項 ９ ３ に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 ９ ８ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 前 記 各 縁 部 の 残 り の 部 分 の 面 に 対 し て
垂 直 で あ る 、 請 求 項 ９ ７ に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 ９ ９ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 第 １ 及 び 第 ２ 側 壁 と 、 前 記 第 １ 側 壁 と
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前 記 第 ２ 側 壁 を 覆 っ て 架 橋 す る 面 と 、 を 備 え て お り 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 側 壁 の 少 な く と も
一 方 は 第 １ ア ン ダ ー カ ッ ト を 有 し て い る 、 請 求 項 ９ ３ に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 １ ０ ０ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 前 記 第 １ 縁 部 の 方 向 に 略 直 角 な 第 １ パ
タ ー ン を 作 る 、 請 求 項 ９ ３ に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 １ ０ １ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 前 記 第 １ 縁 部 の 方 向 に 直 角 な 第 １ パ タ
ー ン を 作 る 、 請 求 項 １ ０ ０ に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 １ ０ ２ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 前 記 第 １ 容 器 の 中 心 と 略 同 心 で あ る 、
請 求 項 ９ ３ に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 １ ０ ３ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 少 な く と も 約 ３ 個 の リ ブ を 含 ん で い る
、 請 求 項 ９ ３ に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 １ ０ ４ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 少 な く と も 約 ４ ０ 個 の リ ブ を 含 ん で い
る 、 請 求 項 １ ０ ３ に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 １ ０ ５ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 少 な く と も 約 ２ セ ッ ト の リ ブ を 含 ん で
い る 、 請 求 項 ９ ３ に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 １ ０ ６ 】
　 容 器 ア ッ セ ン ブ リ に お い て 、
　 第 １ 連 続 本 体 部 分 と 、 前 記 第 １ 本 体 部 分 を 取 り 囲 み 、 そ こ か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い
る 第 １ 縁 部 と 、 を 含 ん で い る 第 １ 容 器 で あ っ て 、 前 記 第 １ 縁 部 は 、 そ こ か ら 概 ね 上 向 き に
突 き 出 て い る 第 １ の 複 数 の リ ブ を 有 し て お り 、 隣 接 す る 前 記 リ ブ の 間 に 第 １ 空 間 が 形 成 さ
れ て い る 、 第 １ 容 器 と 、
　 第 ２ 連 続 本 体 部 分 と 、 前 記 第 ２ 本 体 部 分 を 取 り 囲 み 、 そ こ か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い
る 第 ２ 縁 部 と 、 を 含 ん で い る 第 ２ 容 器 で あ っ て 、 前 記 第 ２ 縁 部 は 、 そ こ か ら 概 ね 上 向 き に
突 き 出 て い る 第 ２ の 複 数 の リ ブ を 有 し て お り 、 隣 接 す る 前 記 リ ブ の 間 に 第 ２ 空 間 が 形 成 さ
れ て い る 、 第 ２ 容 器 と 、 を 備 え て お り 、 前 記 第 １ 容 器 は 、 前 記 第 ２ 容 器 と 、 実 質 的 に 同 じ
形 に 作 ら れ て お り 、
　 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 は 、 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ を 、 そ れ
ぞ れ の 前 記 第 ２ 空 間 に 嵌 め 込 み 、 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ を 、 そ れ ぞ
れ の 前 記 第 １ 空 間 に 嵌 め 込 む こ と に よ っ て 、 互 い に 解 除 可 能 に ロ ッ ク す る こ と が で き る よ
う に な っ て お り 、 前 記 第 １ 縁 部 と 前 記 第 ２ 縁 部 は 、 シ ー ル を 形 成 す る よ う に 作 ら れ て い る
、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ０ ７ 】
　 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 は ボ ウ ル で あ る 、 請 求 項 １ ０ ６ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ
。
【 請 求 項 １ ０ ８ 】
　 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 は プ レ ー ト で あ る 、 請 求 項 １ ０ ６ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ
リ 。
【 請 求 項 １ ０ ９ 】
　 前 記 第 １ 容 器 は ボ ウ ル で あ り 、 前 記 第 ２ 容 器 は プ レ ー ト で あ る 、 請 求 項 １ ０ ６ に 記 載 の
容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ １ ０ 】
　 前 記 第 １ 容 器 と 前 記 第 ２ 容 器 は ミ ネ ラ ル 充 填 ポ リ マ ー 材 料 で 作 ら れ て い る 、 請 求 項 １ ０
６ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ １ １ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ は 、 第 １ 及 び 第 ２ 側 壁 と 、 前 記 第 １ 側 壁 と
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前 記 第 ２ 側 壁 を 覆 っ て 架 橋 す る 面 と 、 を 備 え て お り 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 側 壁 の 少 な く と も
一 方 は 、 第 １ ア ン ダ ー カ ッ ト を 有 し て お り 、 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ
は 、 第 ３ 及 び 第 ４ 側 壁 と 、 前 記 第 ３ 側 壁 と 前 記 第 ４ 側 壁 を 覆 っ て 架 橋 す る 面 と 、 を 備 え て
お り 、 前 記 第 ３ 及 び 第 ４ 側 壁 の 少 な く と も 一 方 は 、 第 ２ ア ン ダ ー カ ッ ト を 有 し て い る 、 請
求 項 １ ０ ６ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ １ ２ 】
　 前 記 シ ー ル は 、 前 記 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ と 前 記 第 ２ の 複 数 の 上 向 き
に 突 き 出 て い る リ ブ か ら 外 方 向 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ０ ６ に 記 載 の 容 器 ア ッ セ ン ブ
リ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 概 括 的 に は 容 器 に 関 す る 。 具 体 的 に は 、 本 発 明 は 、 解 除 可 能 に ロ ッ ク で き る
容 器 ア ッ セ ン ブ リ と そ の 容 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 安 価 な ポ リ マ ー 、 紙 又 は 金 属 の 包 装 容 器 の 使 用 は 、 特 に 様 々 な 食 品 を 調 理 し 、 提 供 す る
の に 普 及 し て い る 。 ポ リ マ ー 、 紙 及 び 金 属 容 器 は 、 中 に 入 っ て い る 食 品 を 加 熱 す る の に 広
く 用 い ら れ て い る 。 こ れ ら の 容 器 は 、 通 常 、 カ バ ー 又 は 蓋 と 支 持 体 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 消 費 者 が 容 易 に 開 閉 で き る 容 器 で あ る の が 望 ま し い 。 ま た 、 解 除 可 能 に ロ ッ ク す る こ と
が で き 、 液 体 の 様 な 材 料 が 容 器 か ら 漏 れ る の を 防 止 又 は 抑 制 で き る 容 器 を 提 供 す る こ と が
望 ま し い 。 容 器 は 、 必 ず し も 蓋 が な く て も 機 能 す る の が 望 ま し い が 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を
形 成 す る の に 蓋 が 望 ま し い 場 合 は 、 消 費 者 は 、 そ の よ う な ア ッ セ ン ブ リ を 作 る こ と が で き
る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 更 に 、 製 造 し 易 い 容 器 を 提 供 し 、 容 器 を 購 入 す る 消 費 者 の 在 庫 要 件 を 低 減 す る こ と が 望
ま し い 。 更 に 、 効 率 的 に 積 み 重 ね ら れ る 容 器 を 作 り 、 容 器 の 輸 送 及 び 保 管 に 伴 う 経 費 を 減
ら す こ と が 望 ま し い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 或 る 実 施 形 態 に よ れ ば 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ は 、 第 １ 容 器 と 第 ２ 容 器 を 備 え て い る 。 第 １
容 器 は 、 第 １ 連 続 本 体 部 分 と 第 １ 縁 部 を 含 ん で い る 。 第 １ 縁 部 は 、 第 １ 本 体 部 分 を 取 り 囲
み 、 第 １ 本 体 部 分 か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い る 。 縁 部 は 、 そ こ か ら 概 ね 上 向 き に 突 き 出
て い る 第 １ の 複 数 の リ ブ を 有 し て お り 、 隣 接 す る リ ブ の 間 に 第 １ 空 間 が 形 成 さ れ て い る 。
第 ２ 容 器 は 、 第 ２ 連 続 本 体 部 分 と 第 ２ 縁 部 を 含 ん で い る 。 第 ２ 縁 部 は 、 第 ２ 本 体 を 取 り 囲
み 、 第 ２ 本 体 部 分 か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い る 。 縁 部 は 、 そ こ か ら 概 ね 上 向 き に 突 き 出
て い る 第 ２ の 複 数 の リ ブ を 有 し て お り 、 隣 接 す る リ ブ の 間 に 第 ２ 空 間 が 形 成 さ れ て い る 。
第 １ 容 器 は 、 第 ２ 容 器 と 実 質 的 に 同 じ 形 に 作 ら れ て い る 。 第 １ 容 器 と 第 ２ 容 器 は 、 第 １ の
複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ を 、 そ れ ぞ れ の 第 ２ 空 間 に 嵌 め 込 み 、 第 ２ の 複 数 の 上 向
き に 突 き 出 て い る リ ブ を 、 そ れ ぞ れ の 第 １ 空 間 に 嵌 め 込 む こ と に よ っ て 、 互 い に 解 除 可 能
に ロ ッ ク で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 容 器 ア ッ セ ン ブ リ は 、 第 １ 連 続 本 体 部 分 と 第 １ 縁 部 を 含 む 第 １ 容 器 を 提 供 す る 段 階 を 含
む 工 程 に よ っ て 形 成 さ れ る 。 第 １ 縁 部 は 、 第 １ 本 体 部 分 を 取 り 囲 み 、 そ こ か ら 側 方 外 向 き
に 突 き 出 て い る 。 縁 部 は 、 そ こ か ら 概 ね 上 向 き に 突 き 出 て い る 第 １ の 複 数 の リ ブ を 有 し て
お り 、 隣 接 す る リ ブ の 間 に 第 １ 空 間 が 形 成 さ れ て い る 。 第 ２ 容 器 は 、 第 ２ 連 続 本 体 部 分 と
第 ２ 縁 部 を 含 ん で い る 。 第 ２ 縁 部 は 、 第 ２ 本 体 を 取 り 囲 み 、 そ こ か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出
て い る 。 縁 部 は 、 そ こ か ら 概 ね 上 向 き に 突 き 出 て い る 第 ２ の 複 数 の リ ブ を 有 し て お り 、 隣
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接 す る リ ブ の 間 に 第 ２ 空 間 が 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 容 器 は 、 第 ２ 容 器 と 実 質 的 に 同 じ 形 に
作 ら れ て い る 。 第 １ 容 器 と 第 ２ 容 器 の 内 の 一 方 を 指 先 で 押 す と 、 第 １ 容 器 と 第 ２ 容 器 が 概
ね 整 列 し 、 第 １ 縁 部 と 第 ２ 縁 部 が 互 い に 隣 接 す る 。 第 １ 容 器 と 第 ２ 容 器 は 、 互 い に 解 除 可
能 に ロ ッ ク で き る よ う に 、 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ が そ れ ぞ れ の 第 ２ 空 間
に 嵌 め こ ま れ 、 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ が そ れ ぞ れ の 第 １ 空 間 に 嵌 め こ ま
れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 別 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ は 、 第 １ 容 器 と 第 ２ 容 器 を 備 え て い る 。 第 １
容 器 は 、 第 １ 連 続 本 体 部 分 と 第 １ 縁 部 を 含 ん で い る 。 第 １ 縁 部 は 、 第 １ 本 体 部 分 を 取 り 囲
み 、 第 １ 本 体 部 分 か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い る 。 縁 部 は 、 そ こ か ら 概 ね 上 向 き に 突 き 出
て い る 第 １ の 複 数 の リ ブ を 有 し て お り 、 隣 接 す る リ ブ の 間 に 第 １ 空 間 が 形 成 さ れ て い る 。
第 ２ 容 器 は 、 第 ２ 連 続 本 体 部 分 と 第 ２ 縁 部 を 含 ん で い る 。 第 ２ 縁 部 は 、 第 ２ 本 体 を 取 り 囲
み 、 そ こ か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い る 。 縁 部 は 、 そ こ か ら 概 ね 上 向 き に 突 き 出 て い る 第
２ の 複 数 の リ ブ を 有 し て お り 、 隣 接 す る リ ブ の 間 に 第 ２ 空 間 が 形 成 さ れ て い る 。 第 ２ 縁 部
と 第 １ 縁 部 は 、 実 質 的 に 同 じ 形 に 作 ら れ て い る 。 第 １ 容 器 と 第 ２ 容 器 は 、 第 １ の 複 数 の 上
向 き に 突 き 出 て い る リ ブ を 、 そ れ ぞ れ の 第 ２ 空 間 に 嵌 め 込 み 、 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き
出 て い る リ ブ を 、 そ れ ぞ れ の 第 １ 空 間 に 嵌 め 込 む こ と に よ っ て 、 互 い に 解 除 可 能 に ロ ッ ク
で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 容 器 ア ッ セ ン ブ リ は 、 第 １ 連 続 本 体 部 分 と 第 １ 縁 部 を 含 む 第 １ 容 器 を 提 供 す る 段 階 を 含
む 別 の 工 程 に よ っ て 形 成 さ れ る 。 第 １ 縁 部 は 、 第 １ 本 体 部 分 を 取 り 囲 み 、 そ こ か ら 側 方 外
向 き に 突 き 出 て い る 。 縁 部 は 、 そ こ か ら 概 ね 上 向 き に 突 き 出 て い る 第 １ の 複 数 の リ ブ を 有
し て お り 、 隣 接 す る リ ブ の 間 に 第 １ 空 間 が 形 成 さ れ て い る 。 第 ２ 容 器 は 、 第 ２ 連 続 本 体 部
分 と 第 ２ 縁 部 を 含 ん で い る 。 第 ２ 縁 部 は 、 第 ２ 本 体 を 取 り 囲 み 、 そ こ か ら 側 方 外 向 き に 突
き 出 て い る 。 縁 部 は 、 そ こ か ら 概 ね 上 向 き に 突 き 出 て い る 第 ２ の 複 数 の リ ブ を 有 し て お り
、 隣 接 す る リ ブ の 間 に 第 ２ 空 間 が 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 縁 部 と 第 ２ 縁 部 は 、 実 質 的 に 同 じ
形 に 作 ら れ て い る 。 第 １ 容 器 と 第 ２ 容 器 の 内 の 一 方 を 指 先 で 押 す と 、 第 １ 容 器 と 第 ２ 容 器
が 概 ね 整 列 し 、 第 １ 縁 部 と 第 ２ 縁 部 が 互 い に 隣 接 す る 。 第 １ 容 器 と 第 ２ 容 器 は 、 互 い に 解
除 可 能 に ロ ッ ク で き る よ う に 、 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ が そ れ ぞ れ の 第 ２
空 間 に 嵌 め こ ま れ 、 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る リ ブ が そ れ ぞ れ の 第 １ 空 間 に 嵌 め
こ ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 更 に 別 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ は 、 第 １ 容 器 と 第 ２ 容 器 を 備 え て い る 。
第 １ 容 器 は 、 第 １ 連 続 本 体 部 分 と 第 １ 縁 部 を 含 ん で い る 。 第 １ 縁 部 は 、 第 １ 本 体 を 取 り 囲
み 、 そ こ か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い る 。 縁 部 は 、 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る 造
形 部 を 有 し て お り 、 隣 接 す る 上 向 き に 突 き 出 て い る 造 形 部 の 間 に 第 １ 空 間 が 形 成 さ れ て い
る 。 第 ２ 容 器 は 、 第 ２ 連 続 本 体 部 分 と 第 ２ 縁 部 を 含 ん で い る 。 第 ２ 縁 部 は 、 第 ２ 本 体 を 取
り 囲 み 、 そ こ か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い る 。 縁 部 は 、 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い
る 造 形 部 を 有 し て お り 、 隣 接 す る 上 向 き に 突 き 出 て い る 造 形 部 の 間 に 第 ２ 空 間 が 形 成 さ れ
て い る 。 第 ２ 縁 部 と 第 １ 縁 部 は 、 実 質 的 に 同 じ 形 に 作 ら れ て い る 。 第 １ 容 器 と 第 ２ 容 器 は
、 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る 造 形 部 を 、 そ れ ぞ れ の 第 ２ 空 間 に 嵌 め 込 み 、 第 ２ の
複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る 造 形 部 を 、 そ れ ぞ れ の 第 １ 空 間 に 嵌 め 込 む こ と に よ っ て 、 互
い に 解 除 可 能 に ロ ッ ク で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 更 に 別 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ に 用 い ら れ る 容 器 は 、 連 続 本 体 部 分 と 縁
部 を 含 ん で い る 。 縁 部 は 、 本 体 部 分 を 取 り 囲 み 、 そ こ か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い る 。 縁
部 は 、 そ こ か ら 概 ね 上 向 き に 突 き 出 て い る 第 １ の 複 数 の リ ブ を 有 し て お り 、 隣 接 す る リ ブ
の 間 に 第 １ 空 間 が 形 成 さ れ て い る 。 縁 部 は 、 第 １ の 複 数 の リ ブ と 第 １ 空 間 を 、 そ れ ぞ れ 、
第 ２ 容 器 の 第 ２ 空 間 と 第 ２ の 複 数 の リ ブ に 嵌 め 込 む こ と に よ っ て 、 互 い に 解 除 可 能 に ロ ッ
ク で き る よ う に な っ て い る 。 第 ２ の 空 間 と 第 ２ の 複 数 の リ ブ は 、 そ れ ぞ れ 、 第 １ 空 間 と 第
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１ の 複 数 の リ ブ と 実 質 的 に 同 じ 形 に 作 ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 更 に 別 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ は 、 第 １ 容 器 と 第 ２ 容 器 を 備 え て い る 。
第 １ 容 器 は 、 第 １ 連 続 本 体 部 分 と 第 １ 縁 部 を 含 ん で い る 。 第 １ 縁 部 は 、 第 １ 本 体 を 取 り 囲
み 、 そ こ か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い る 。 縁 部 は 、 そ こ か ら 概 ね 上 向 き に 突 き 出 て い る 第
１ の 複 数 の リ ブ を 有 し て お り 、 隣 接 す る リ ブ の 間 に 第 １ 空 間 が 形 成 さ れ て い る 。 第 ２ 容 器
は 、 第 ２ 連 続 本 体 部 分 と 第 ２ 縁 部 を 含 ん で い る 。 第 ２ 縁 部 は 、 第 ２ 本 体 を 取 り 囲 み 、 そ こ
か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い る 。 縁 部 は 、 そ こ か ら 概 ね 上 向 き に 突 き 出 て い る 第 ２ の 複 数
の リ ブ を 有 し て お り 、 隣 接 す る リ ブ の 間 に 第 ２ 空 間 が 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 容 器 は 、 第 ２
容 器 と 実 質 的 に 同 じ 形 に 作 ら れ て い る 。 第 １ 容 器 と 第 ２ 容 器 は 、 第 １ の 複 数 の 上 向 き に 突
き 出 て い る リ ブ を 、 そ れ ぞ れ の 第 ２ 空 間 に 嵌 め 込 み 、 第 ２ の 複 数 の 上 向 き に 突 き 出 て い る
リ ブ を 、 そ れ ぞ れ の 第 １ 空 間 に 嵌 め 込 む こ と に よ っ て 、 互 い に 解 除 可 能 に ロ ッ ク で き る よ
う に な っ て い る 。 第 １ 縁 部 と 第 ２ 縁 部 は 、 シ ー ル を 形 成 す る よ う に な っ て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 様 々 な 修 正 及 び 代 替 形 態 を 受 け 入 れ る 余 地 が あ る が 、 図 面 に は 例 と し て 特 定 の
実 施 形 態 を 示 し 、 本 明 細 書 で 詳 細 に 説 明 す る 。 し か し な が ら 、 本 発 明 を 、 開 示 し て い る 特
定 の 形 態 に 限 定 す る 意 図 は な く 、 逆 に 、 本 発 明 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 示 す 請 求 項 に 定 義 さ
れ て い る 本 発 明 の 精 神 及 び 範 囲 内 に 含 ま れ る 全 て の 修 正 、 等 価 物 及 び 代 替 物 を 包 含 す る も
の と 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ － ５ は 、 本 発 明 の 或 る 実 施 形 態 に 用 い ら れ る 容 器 （ 例 え ば プ レ ー ト １ ０ ） を 示 し て
い る 。 プ レ ー ト １ ０ を 、 プ レ ー ト １ ０ と 実 質 的 に 同 じ か 又 は 全 く 同 じ 第 ２ の プ レ ー ト １ １
０ （ 図 ７ 、 図 ８ 参 照 ） と 共 に 使 用 す る と 、 解 除 可 能 に ロ ッ ク す る こ と の で き る 容 器 ア ッ セ
ン ブ リ に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 プ レ ー ト を 使 う 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 以 外 に も 、 他 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 作 る こ と が 考 え ら
れ る 。 例 え ば 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ は 、 限 定 す る わ け で は な い が 、 プ レ ー ト 、 ボ ウ ル 、 大 皿
、 桶 、 使 い 切 り 及 び フ ァ ミ リ ー サ イ ズ の 容 器 、 使 い 切 り 及 び フ ァ ミ リ ー サ イ ズ の 耐 熱 皿 、
及 び そ れ ら の 組 み 合 わ せ を 使 っ て 作 る こ と も で き る 。 そ の よ う な 組 み 合 わ せ の １ つ は 、 容
器 ア ッ セ ン ブ リ を 形 成 す る ボ ウ ル と プ レ ー ト で あ る 。 本 出 願 の 以 下 の 部 分 で は 、 プ レ ー ト
に つ い て 容 器 及 び 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 論 じ る が 、 当 業 者 に は 理 解 頂 け る よ う に 、 上 に 述 べ
た よ う な 他 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 作 る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 容 器 ア ッ セ ン ブ リ の 高 さ 及 び 形 状 は 、 本 発 明 の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 図 示 の 容 器
ア ッ セ ン ブ リ か ら 変 え る こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 ７ ａ と １ ４ ａ の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ は 、
後 に 論 じ る よ う に 、 概 ね 円 形 に 描 か れ て い る 。 こ こ に 用 い て い る 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 及 び 容
器 は 、 長 方 形 、 正 方 形 、 六 角 形 、 八 角 形 、 他 の 多 角 形 又 は 楕 円 形 の 様 な 他 の 形 状 と す る こ
と も で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ は 、 代 表 的 に は 食 品 に 用 い ら れ る が 、 医 療 用 途 、 化 粧 品 又 は
他 の 商 品 の 様 な 他 の 用 途 に 用 い る こ と も で き る 。 食 品 用 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ は 、 食 品 の 提
供 、 保 存 、 調 理 及 び ／ 又 は 再 加 熱 に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ － ２ に 戻 る が 、 容 器 １ ０ は 、 連 続 本 体 部 分 １ ２ と 、 本 体 部 分 １ ２ を 取 り 囲 み 、 そ こ
か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い る 連 続 縁 部 １ ４ と を 含 ん で い る 。 本 体 部 分 １ ２ は 、 底 部 １ ６
と 、 底 部 １ ６ を 取 り 囲 み 、 そ こ か ら 上 方 外 向 き に 突 き 出 て い る 連 続 側 壁 １ ８ と を 含 ん で い
る 。 側 壁 は 、 底 部 １ ６ か ら 上 向 き に の み 突 き 出 て い て も よ い し 、 底 部 １ ６ か ら 上 方 内 向 き
に 突 き 出 て い て も よ い 。 縁 部 は 、 連 続 し て い る の が 望 ま し い が 、 連 続 し て い な く と も よ い
。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 具 体 的 に 図 ２ を 見 る と 、 連 続 縁 部 １ ４ は 、 そ こ か ら 概 ね 上 向 き に 突 き 出 て い る 複 数 の リ
ブ ２ ０ を 含 ん で い る 。 複 数 の リ ブ ２ ０ は 、 容 器 １ ０ の 全 周 辺 回 り に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ
て お り 、 解 除 可 能 に ロ ッ ク で き る 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 形 成 す る の を 支 援 し て い る 。 複 数 の
リ ブ ２ ０ の 向 き は 、 縁 部 １ ４ の 方 向 に 略 直 角 で あ る パ タ ー ン を 作 っ て い る 。 更 に 具 体 的 に
は 、 複 数 の リ ブ ２ ０ の 向 き が 、 縁 部 １ ４ の 方 向 に 対 し て 直 角 の パ タ ー ン を 作 っ て い る 。 縁
部 の 方 向 に 対 し て 直 角 の パ タ ー ン を 有 す る 半 径 方 向 の 形 状 で は 、 複 数 の リ ブ ２ ０ は 、 そ れ
ぞ れ 内 向 き に 伸 張 す る と 、 プ レ ー ト の 略 中 心 を 通 る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 し か し な が ら 、 複 数 の リ ブ ２ ０ は 、 縁 部 １ ４ に 関 し て 図 ２ に 示 し て い る パ タ ー ン と は 異
な る パ タ ー ン （ 例 え ば 斜 め ） に 形 成 し て も よ い 。 複 数 の リ ブ ２ ０ は 、 見 た 目 が 美 し い よ う
に 、 装 飾 的 な パ タ ー ン で 形 成 す る こ と が 望 ま し い 。 そ の よ う な 装 飾 的 な 造 形 は 、 容 器 １ ０
の 解 除 可 能 に ロ ッ ク で き る 造 形 を 「 隠 す 」 又 は ご ま か す 助 け と な る 。 図 ２ の 容 器 １ ０ は 、
連 続 縁 部 １ ４ に 形 成 さ れ て い る 正 確 に ６ ０ 個 の リ ブ を 有 し て い る 。 リ ブ の 数 は 、 図 ２ に 示
し て い る も の と 変 え て も よ い 。 例 え ば 、 容 器 は 、 約 ３ 個 か ら 約 １ ０ 個 の リ ブ を 有 し て い て
も よ い 。 容 器 は 、 約 ２ ０ 又 は 約 ４ ０ 以 上 の リ ブ を 有 し て い て も よ い し 、 も っ と 多 く 、 約 １
２ ０ 以 上 の リ ブ を 有 し て い て も よ い 。 容 器 に 形 成 さ れ る リ ブ の 望 ま し い 数 は 、 容 器 ア ッ セ
ン ブ リ の 大 き さ 又 は 形 状 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ の 材 料 の 種 類 と 厚 さ 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ の 所
望 の 保 持 強 度 の 様 な 要 因 次 第 で 変 わ る こ と も 多 い 。 必 要 な 保 持 強 度 は 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ
内 に 配 置 さ れ る 品 物 の 重 量 と 、 認 識 さ れ て い る 使 用 法 の よ う な 要 因 に よ っ て 決 ま る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ － ５ で は 、 複 数 の リ ブ ２ ０ を 詳 細 に 示 し て い る 。 具 体 的 に は 、 図 ３ の 断 面 図 は 、 連
続 縁 部 １ ４ か ら 上 向 き に 突 き 出 て い る ２ つ の 隣 接 す る リ ブ を 示 し て い る 。 図 ３ は 、 第 １ リ
ブ ２ ０ ａ と 第 ２ リ ブ ２ ０ ｂ の 間 に 間 隔 ２ ２ が 形 成 さ れ て い る こ と を 示 し て い る 。 図 ３ の 第
１ リ ブ ２ ０ ａ は 、 ２ つ の 側 壁 ２ ６ 、 ２ ８ を 架 橋 す る 略 ね 平 坦 な 面 ２ ４ を 備 え て い る 。 第 １
リ ブ ２ ０ ａ は 、 連 続 縁 部 １ ４ の 残 り の 部 分 の 面 に 略 垂 直 に 示 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 第
１ リ ブ ２ ０ ａ は 、 図 ３ の 縁 部 １ ４ の 残 り の 部 分 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 面 Ｃ Ｃ に 略 垂 直 に 示 さ
れ て い る 。 更 に 具 体 的 に は 、 リ ブ は 、 縁 部 の 残 り の 部 分 の 面 に 垂 直 で あ る 。 側 壁 ２ ６ 、 ２
８ は 、 互 い に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ 、 縁 部 １ ４ の 残 り の 部 分 の 面 Ｃ Ｃ に 略 垂 直 で あ る よ う
に 示 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 側 壁 ２ ６ 、 ２ ８ は 、 必 ず し も 縁 部 １ ４ の 残 り の 部 分 に 略
垂 直 又 は 垂 直 で な く て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 同 様 に 、 図 ３ の 第 ２ リ ブ ２ ０ ｂ は 、 ２ つ の 側 壁 ３ ２ 、 ３ ４ を 架 橋 す る 略 ね 平 坦 な 面 ３ ０
を 備 え て い る 。 第 ２ リ ブ ２ ０ ｂ も 、 縁 部 １ ４ の 残 り の 部 分 の 面 Ｃ Ｃ に 略 垂 直 に 示 さ れ て い
る 。 側 壁 ３ ２ 、 ３ ４ は 、 互 い に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ 、 縁 部 １ ４ の 残 り の 部 分 の 面 Ｃ Ｃ に
略 垂 直 で あ る よ う に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 改 良 型 の ロ ッ ク 式 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 提 供 す る に は 、 リ ブ 側 壁 の 少 な く と も １ つ は 、 ア
ン ダ ー カ ッ ト を 有 し て い る の が よ い 。 リ ブ の 側 壁 に 形 成 さ れ て い る そ の よ う な 随 意 の ア ン
ダ ー カ ッ ト は 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ が 形 成 さ れ る と き に 、 第 ２ の 容 器 の 隣 接 す る リ ブ の 間 に
形 成 さ れ て い る 対 応 す る 空 間 の 同 様 の ア ン ダ ー カ ッ ト と 係 合 す る 。 こ の こ と は 、 図 ７ － ８
に 関 し て 、 後 に 詳 細 に 論 じ る 。 例 え ば 、 図 ３ で は 、 随 意 の ア ン ダ ー カ ッ ト ２ ６ ａ 、 ２ ８ ａ
が 、 各 側 壁 ２ ６ 、 ２ ８ に 形 成 さ れ て い る 。 ア ン ダ ー カ ッ ト の 大 き さ と 形 状 は 、 容 器 ア ッ セ
ン ブ リ の 大 き さ と 形 状 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ の 材 料 の 種 類 と 厚 さ 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ の 必 要
な 保 持 強 度 の 様 な 要 因 次 第 で 変 わ る こ と が 多 い 。 必 要 な 保 持 強 度 は 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 内
に 配 置 さ れ る 品 物 の 重 量 と 、 認 識 さ れ て い る 使 用 法 の 様 な 要 因 に よ っ て 変 わ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 リ ブ の 側 壁 に ア ン ダ ー カ ッ ト を 形 成 す る 場 合 、 そ の 数 は 、 必 要 な 漏 れ 抵 抗 、 閉 鎖 機 構 の
型 式 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ の 製 造 し 易 さ 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ の 形 成 に 用 い ら れ る 材 料 の 種 類
と 厚 さ の 様 な 要 因 に よ っ て 決 ま る 。 例 え ば 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 、 第 ２ 材 料 よ り 高 い 摩 擦
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係 数 を 有 す る 第 １ 材 料 で 作 る 場 合 、 同 じ 保 持 強 度 を 持 た せ る に は 、 第 １ 材 料 で 作 る 容 器 は
、 第 ２ 材 料 で 作 る 容 器 よ り 、 側 壁 の ア ン ダ ー カ ッ ト の 必 要 性 が 低 く な る 傾 向 に あ る 。 使 用
す る ア ン ダ ー カ ッ ト の 数 は 、 そ の 保 持 強 度 を 含 む 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ の 使 用 の 適 性 に よ っ
て も 変 わ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 リ ブ の 側 壁 は 、 ア ン ダ ー カ ッ ト が 無 く て も よ い し 、 少 な く と も １ つ の ア ン ダ ー カ ッ ト を
備 え て い て も よ い （ 例 え ば 、 図 ３ の 、 随 意 の ア ン ダ ー カ ッ ト ２ ６ ａ 、 ２ ８ ａ を 備 え た 第 １
リ ブ ２ ０ ａ ） 。 同 じ 容 器 内 の 幾 つ か の リ ブ は ア ン ダ ー カ ッ ト を 有 し て お ら ず 、 他 の リ ブ が
１ つ 又 は そ れ 以 上 の ア ン ダ ー カ ッ ト を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ４ 及 び 図 ５ で は 、 縁 部 １ ４ の 一 部 分 の 隣 接 す る リ ブ ３ ６ 、 ３ ８ を 詳 細 に 示 し て い る 。
図 ４ で 、 リ ブ ３ ６ 、 ３ ８ の 上 面 図 は 、 リ ブ ３ ６ 、 ３ ８ が 容 器 の 中 心 に 向 か っ て 概 ね 内 向 き
に 細 く な っ て い る の を 示 し て い る 。 図 ４ は 、 リ ブ ３ ６ の 概 ね 平 坦 な 領 域 ３ ６ ａ と リ ブ ３ ８
の 概 ね 平 坦 な 領 域 ３ ８ ａ も 示 し て い る 。 容 器 ア ッ セ ン ブ リ の シ ー ル 性 を 改 良 す る た め 、 概
ね 平 坦 な 領 域 ３ ６ ａ 、 ３ ８ ａ は 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 形 成 す る 第 ２ の 容 器 の 隣 接 す る リ ブ
の 間 の 各 空 間 に 形 成 さ れ て い る 同 様 な 大 き さ の 平 坦 な 領 域 と 接 触 す る 。 隣 接 す る リ ブ の 間
の 空 間 に 形 成 さ れ て い る 同 様 な 大 き さ の 平 坦 な 領 域 の 例 を 、 概 ね 平 坦 な 領 域 ４ ０ で 図 ４ に
示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ５ は 、 隣 接 す る リ ブ ４ ２ 、 ４ ４ を 、 そ れ ぞ れ の 概 ね 平 坦 な 領 域 ４ ２ ａ 、 ４ ４ ａ と 共 に
示 し て い る 。 リ ブ ４ ２ 、 ４ ４ は 、 概 ね 平 坦 な 領 域 ４ ２ ａ 、 ４ ４ ａ の 間 に 形 成 さ れ て い る 概
ね 平 坦 な 領 域 ４ ６ で 分 離 さ れ 配 置 さ れ て い る 。 半 径 方 向 の デ ザ イ ン （ 例 え ば 、 楕 円 形 又 は
円 形 ） の 隙 間 を 維 持 す る た め 、 概 ね 平 坦 な 領 域 は 、 直 径 に 比 例 し て 大 き く な っ て い る （ 即
ち 、 容 器 の 中 心 か ら の 距 離 が 増 す に つ れ て 大 き く な る ） 。 例 え ば 、 図 ５ で は 、 概 ね 平 坦 な
領 域 ４ ２ ａ の 幅 Ｗ １ は 、 幅 Ｗ ２ よ り 小 さ い 。 例 え ば 、 長 方 形 の 容 器 の 場 合 、 概 ね 平 坦 な 領
域 の 大 き さ は 、 通 常 、 容 器 の 中 心 か ら の 距 離 が 増 し て も 一 定 の ま ま で あ る 。 リ ブ の こ の 領
域 は 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 し て い る も の と 大 き さ と 形 状 が 異 な っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 複 数 の リ ブ ２ ０ の 形 状 と 大 き さ は 、 図 ２ － ５ に 示 し て い る も の か ら 変 え る こ と も で き る
。 複 数 の リ ブ は 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 形 成 す る の に 用 い ら れ る 容 器 を 積 み 重 ね た 高 さ が 最
小 に な る 形 状 寸 法 に 作 ら れ る の が 好 ま し い 。 （ ａ ） 輸 送 経 費 と 梱 包 を 低 減 し 、 （ ｂ ） 小 売
及 び 消 費 者 環 境 に 適 し た 空 間 効 率 を 提 供 す る た め 、 容 器 の 積 み 重 ね 高 さ を 最 小 に す る の が
望 ま し い 。 容 器 ア ッ セ ン ブ リ の 保 持 強 度 を 最 大 化 す る の も 望 ま し い 。 必 要 な 保 持 強 度 は 、
消 費 者 が 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 容 易 に 開 閉 で き る よ う に し な が ら 、 な お か つ 容 器 ア ッ セ ン ブ
リ を 不 注 意 に 開 け て し ま う の を 防 止 又 は 抑 制 す る と い う 、 両 者 の 間 の バ ラ ン ス で 決 ま る こ
と が 多 い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 向 き に 突 き 出 て い る 造 形 部 は 、 図 ２ － ５ と 図 １ １ － １ ３ に 示 し て い る リ ブ と 異 な る 形
に す る こ と も で き る 。 例 え ば 、 上 向 き に 突 き 出 て い る 造 形 部 は 、 複 数 の 丸 い 、 楕 円 形 の 、
四 角 形 の 、 又 は 多 角 形 の 造 形 部 で も よ い 。 本 発 明 で 用 い ら れ て い る 上 向 き に 突 き 出 て い る
造 形 部 で は 、 多 く の 形 状 及 び 寸 法 を 形 成 す る こ と が で き る と 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ５ 及 び 図 ６ は 、 縁 部 １ ４ に 形 成 さ れ て い る 随 意 の シ ー ル 造 形 部 ５ ０ を 示 し て い る 。 図
６ で は 、 随 意 の シ ー ル 造 形 部 ５ ０ は 、 容 器 １ ０ の 中 心 に 関 し て リ ブ ５ ２ か ら 外 方 向 に 配 置
さ れ て い る 。 換 言 す る と 、 随 意 の シ ー ル 造 形 部 ５ ０ は 、 容 器 １ ０ の 中 心 か ら 、 リ ブ ５ ２ よ
り 遠 く に 配 置 さ れ て い る 。 随 意 の シ ー ル 造 形 部 ５ ０ は 、 別 の 容 器 （ 図 示 せ ず ） の 対 応 す る
随 意 の シ ー ル 造 形 部 と 連 結 さ せ る と 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ の ロ ッ ク さ れ て い る リ ブ と 共 に 、
材 料 が 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ に 出 入 り す る の を 防 止 又 は 抑 制 す る の を 助 け る 。 随 意 の シ ー ル
造 形 部 は 、 製 造 工 程 内 の 誤 差 に よ っ て 起 こ る 製 品 の 漏 れ を 防 止 又 は 抑 制 す る の に 特 に 有 用
で あ る 。 効 率 的 な シ ー ル を 提 供 す る た め 、 随 意 の シ ー ル 造 形 部 ５ ０ の 高 さ Ｈ １ は 、 リ ブ の
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高 さ Ｈ ２ の 少 な く と も 半 分 は な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 し か し な が ら 、 随 意 の シ ー ル 造 形 部 は 、 リ ブ か ら 内 方 向 に 配 置 し て 、 シ ー ル が 解 除 可 能
に ロ ッ ク で き る リ ブ よ り も 容 器 ア ッ セ ン ブ リ の 中 心 近 く に 形 成 さ れ る よ う に し て も よ い 。
例 え ば 、 図 １ ６ ａ と 図 １ ６ ｂ で は 、 容 器 ５ １ ０ は 、 複 数 の リ ブ ５ ２ ０ と 、 随 意 の シ ー ル 造
形 部 ５ ５ ０ を 含 ん で い る 。 図 ６ と 図 １ ６ ｂ で は 、 随 意 の シ ー ル 造 形 部 ５ ５ ０ は 、 容 器 ５ １
０ の 中 心 に 関 し て 複 数 の リ ブ ５ ２ ０ か ら 内 方 向 に 配 置 さ れ て い る 。 随 意 の シ ー ル 造 形 部 ５
５ ０ は 、 別 の 容 器 （ 図 示 せ ず ） の 対 応 す る シ ー ル 造 形 部 と 連 結 さ せ る と 、 容 器 ア ッ セ ン ブ
リ の ロ ッ ク さ れ て い る リ ブ と 共 に 、 材 料 が 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ に 出 入 り す る の を 防 止 又 は
抑 制 す る の を 助 け る 。 随 意 の シ ー ル 造 形 部 は 、 一 般 的 円 錐 形 状 を 含 む 様 々 な 形 状 に 形 成 し
て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の 或 る 実 施 形 態 に よ る 容 器 ア ッ セ ン ブ リ １ ０ ０ を 、 図 ７ ａ 、 図 ７ ｂ に 示 す 。 容 器
１ ０ ０ は 、 第 １ 容 器 １ ０ と 第 ２ 容 器 １ １ ０ を 備 え て い る 。 或 る 実 施 形 態 で は 、 第 ２ 容 器 １
１ ０ は 、 第 １ 容 器 １ ０ と 実 質 的 に 同 じ 形 に 作 ら れ て い る 。 或 い は 、 第 ２ 容 器 １ １ ０ が 第 １
容 器 １ ０ と 全 く 同 じ で あ っ て も よ い 。 上 部 容 器 又 は 蓋 を 使 用 し な い 場 合 は 、 消 費 者 が 出 す
ゴ ミ を 減 ら す た め 、 コ ン テ ナ を 同 じ 形 に 作 る こ と が 望 ま し い 。 先 に 述 べ た よ う に 、 容 器 ア
ッ セ ン ブ リ は 、 プ レ ー ト と 異 な る 第 １ 及 び 第 ２ 容 器 で 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ７ ａ 、 図 ７ ｂ の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ １ ０ ０ は 、 或 る 方 法 に 従 っ て 、 第 １ 容 器 １ ０ と 第 ２
容 器 １ １ ０ を 提 供 す る こ と に よ っ て 形 成 し て も よ い 。 第 ２ 容 器 １ １ ０ は 、 連 続 本 体 部 分 １
１ ２ と 、 本 体 部 分 １ １ ２ を 取 り 囲 み 、 そ こ か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い る 連 続 縁 部 １ １ ４
と を 含 ん で い る 。 同 様 に 、 第 １ 容 器 １ ０ は 、 先 に 論 じ た よ う に 、 連 続 本 体 部 分 １ ２ と 、 本
体 部 分 １ ２ を 取 り 囲 み 、 そ こ か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い る 連 続 縁 部 １ ４ と を 含 ん で い る
。 両 方 の 縁 部 １ ４ 、 １ １ ４ は 、 そ れ ぞ れ 複 数 の リ ブ を 含 ん で お り 、 リ ブ の 間 に は 空 間 が あ
る （ 図 ７ ａ 、 図 ７ ｂ に 図 示 せ ず ） 。 複 数 の リ ブ は 、 そ れ ぞ れ 、 上 記 図 ２ － ５ に 示 し て い る
リ ブ ２ ０ と 同 様 の 形 状 寸 法 に 作 ら れ て い る 。 複 数 の リ ブ は 、 そ れ ぞ れ 、 そ こ か ら 概 ね 上 向
き （ 即 ち 、 連 続 本 体 部 分 か ら 離 れ る 方 向 ） に 突 き 出 て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 ２ 容 器 １ １ ０ を 摘 ん で 第 １ 容 器 １ ０ に 対 し て １ ８ ０ 度 回 し 、 容 器 １ ０ 、 １ １ ０ が 略 整
列 し 、 縁 部 １ ４ 、 １ １ ４ が 互 い に 隣 接 す る よ う に す る 。 こ の 、 容 器 １ １ ０ を 容 器 １ ０ に 対
し て 動 か し た 位 置 を 図 ７ ａ に 示 し て い る 。 リ ブ を 各 空 間 に 嵌 合 さ せ る に は 、 リ ブ 同 士 が ず
れ る （ 即 ち 、 リ ブ と 空 間 が 整 列 す る ） よ う に 、 容 器 １ １ ０ を 僅 か に 回 さ れ な け れ ば な ら な
い 。 消 費 者 が 容 器 を 組 み 立 て 、 本 発 明 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 形 成 で き る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ８ で は 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ １ ０ ０ が 解 除 可 能 に ロ ッ ク で き る よ う に 、 容 器 １ １ ０ の 隣
接 す る リ ブ １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ が 容 器 １ ０ の そ れ ぞ れ の 第 ２ 空 間 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ に 嵌 め 込
ま れ 、 容 器 １ ０ の リ ブ ２ ０ ａ 、 ２ ０ ｂ が そ れ ぞ れ の 空 間 １ ２ ２ ａ 、 １ ２ ２ ｂ に 嵌 め 込 ま れ
て い る 。 リ ブ を 各 空 間 に 嵌 合 さ せ る に は 、 リ ブ 同 士 が ず れ る （ 即 ち 、 リ ブ と 空 間 が 整 列 す
る ） よ う に 、 容 器 １ １ ０ を 僅 か に 回 さ れ な け れ ば な ら な い 。 図 ８ は 、 第 １ リ ブ ２ ０ ａ と 、
容 器 １ １ ０ の リ ブ １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ の 間 に 作 ら れ た 空 間 １ ２ ２ ａ と の 間 に 形 成 さ れ て い
る 干 渉 領 域 １ ２ ４ ａ 、 １ ２ ４ ｂ も 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の ロ ッ ク 可 能 な 閉 鎖 機 構 の 強 度 は 、 突 き 出 て い る リ ブ の 数 、 リ ブ の 高 さ 、 ア ン ダ ー カ
ッ ト の 有 無 、 接 触 面 積 の 大 き さ 、 空 間 と リ ブ の 間 に 必 要 な 間 隙 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 形 成
す る の に 用 い ら れ る 材 料 の 種 類 と 厚 さ の 様 な 多 く の 変 数 で 変 わ る 。 容 器 ア ッ セ ン ブ リ の ロ
ッ ク 能 力 を 改 良 す る た め 、 先 に 述 べ た よ う に 、 随 意 の シ ー ル 造 形 部 を 付 加 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ９ － １ ０ に 示 す よ う に 、 容 器 （ 例 え ば 、 プ レ ー ト ２ １ ０ ） は 、 連 続 本 体 部 分 ２ １ ２ と
、 本 体 部 分 ２ １ ２ を 取 り 囲 み 、 そ こ か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い る 連 続 縁 部 ２ １ ４ と を 含
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ん で い る 。 本 体 部 分 ２ １ ２ は 、 底 部 ２ １ ６ と 、 底 部 ２ １ ６ を 取 り 囲 み 、 そ こ か ら 上 方 外 向
き に 突 き 出 て い る 連 続 側 壁 ２ １ ８ と を 含 ん で い る 。 側 壁 は 、 底 部 ２ １ ６ か ら 上 向 き に の み
突 き 出 て い て も よ い し 、 底 部 ２ １ ６ か ら 上 方 内 向 き に 突 き 出 て い て も よ い 。 縁 部 は 、 連 続
し て い る の が 望 ま し い が 、 連 続 し て い な く と も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ ０ 及 び 図 １ １ に 示 す よ う に 、 連 続 縁 部 ２ １ ４ は 、 そ こ か ら 概 ね 上 向 き に 突 き 出 て い
る 複 数 の リ ブ セ ッ ト ２ ２ ０ を 含 ん で い る 。 複 数 の リ ブ セ ッ ト ２ ２ ０ は 、 容 器 ２ １ ０ の 全 周
辺 回 り に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て お り 、 解 除 可 能 に ロ ッ ク で き る 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 形 成
す る の を 助 け て い る 。 複 数 の リ ブ セ ッ ト ２ ２ ０ の 向 き は 、 縁 部 ２ １ ４ の 概 略 方 向 と 概 ね 平
行 即 ち 概 ね 同 軸 の パ タ ー ン を 作 る 。 換 言 す る と 、 複 数 の リ ブ セ ッ ト ２ ２ ０ は 、 そ れ ぞ れ 、
外 向 き に 伸 張 さ せ て も 、 容 器 ２ １ ０ の 概 略 中 心 に 近 付 く こ と は な い 。 複 数 の リ ブ セ ッ ト ２
２ ０ は 、 図 ２ － ５ の 複 数 の リ ブ ２ ０ の 反 対 方 向 に あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 し か し な が ら 、 複 数 の リ ブ セ ッ ト ２ ２ ０ は 、 縁 部 ２ １ ４ に 関 し て 図 １ ０ に 示 し て い る パ
タ ー ン と は 異 な る パ タ ー ン （ 例 え ば 、 斜 め ） に 形 成 し て も よ い 。 複 数 の リ ブ セ ッ ト ２ ２ ０
は 、 見 た 目 が 美 し い よ う に 装 飾 パ タ ー ン で 形 成 す る の が 望 ま し い 。 そ の よ う な 装 飾 的 な 造
形 は 、 容 器 ２ １ ０ の 解 除 可 能 に ロ ッ ク で き る 造 形 部 を 「 隠 す 」 又 は ご ま か す 助 け と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ ０ の 容 器 ２ １ ０ は 、 連 続 縁 部 ２ １ ４ 内 に 形 成 さ れ た 正 確 に ６ ０ 個 の リ ブ セ ッ ト を 有
し て い る 。 以 下 に 詳 細 に 論 じ る よ う に 、 複 数 の リ ブ セ ッ ト ２ ２ ０ は 、 そ れ ぞ れ 、 隆 起 部 分
に 第 １ リ ブ セ ッ ト を 有 し 、 く ぼ み 部 分 に 第 ２ リ ブ セ ッ ト を 有 し て い る 。 リ ブ セ ッ ト の 数 は
、 図 １ ０ に 示 し て い る も の と 変 え て も よ い 。 例 え ば 、 容 器 は 、 約 ２ か ら 約 ３ ０ 個 の リ ブ セ
ッ ト を 有 し て い て も よ い 。 容 器 は 、 約 ４ ０ 個 又 は 約 ８ ０ 個 以 上 の リ ブ セ ッ ト を 有 し て い て
も よ い し 、 も っ と 多 く 、 約 １ ２ ０ 個 以 上 の リ ブ セ ッ ト を 有 し て い て も よ い 。 容 器 に 形 成 さ
れ る リ ブ の 望 ま し い 数 は 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ の 大 き さ 又 は 形 状 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ の 材 料
の 種 類 と 厚 さ 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ の 必 要 な 保 持 強 度 の 様 な 多 く の 変 数 に よ っ て 変 わ る こ と
が 多 い 。 必 要 な 保 持 強 度 は 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 内 に 配 置 さ れ る 品 物 の 重 量 と 、 認 識 さ れ て
い る 使 用 法 の よ う な 要 因 に よ っ て 決 ま る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 １ １ － １ ３ で は 、 ２ つ の 隣 接 す る リ ブ セ ッ ト を 詳 細 に 示 し て い る 。 １ セ ッ ト 内 の リ ブ
の 数 は 、 図 １ １ と 図 １ ２ で は 、 リ ブ が 、 縁 部 ２ １ ４ に 形 成 さ れ て い る く ぼ み 領 域 に 位 置 し
て い る か 、 隆 起 領 域 に 位 置 し て い る か に よ っ て 変 わ る 。 例 え ば 、 図 １ １ と 図 １ ２ で は 、 く
ぼ み 領 域 ２ ４ ０ は 、 第 １ リ ブ ２ ４ ２ と 第 ２ リ ブ ２ ４ ４ を 、 空 間 ２ ４ ６ 、 ２ ４ ８ 及 び ２ ５ ０
と 共 に 有 し て い る 。 し か し な が ら 、 図 １ １ と 図 １ ２ の 隆 起 領 域 ２ ６ ０ は 、 第 １ リ ブ ２ ６ ２
、 第 ２ リ ブ ２ ６ ４ 及 び 第 ３ リ ブ ２ ６ ６ を 、 そ れ ら の 間 の 空 間 ２ ６ ８ 、 ２ ７ ０ と 共 に 有 し て
い る 。 図 １ １ と 図 １ ２ の 各 リ ブ は 、 連 続 縁 部 ２ １ ４ か ら 上 向 き に 突 き 出 て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ ３ は 、 具 体 的 に く ぼ み 領 域 ２ ４ ０ の 断 面 図 を 示 し て お り 、 リ ブ ２ ４ ２ 、 ２ ４ ４ が 含
ま れ て い る 。 隆 起 領 域 ２ ６ ０ （ 図 示 せ ず ） の 断 面 図 は 、 ３ つ の リ ブ を 示 す こ と に な る 。 図
１ ３ の 第 １ リ ブ ２ ４ ２ は 、 ２ つ の 側 壁 ２ ９ ０ 、 ２ ９ ２ を 架 橋 す る 概 ね 平 坦 な 面 ２ ８ ８ を 備
え て い る 。 第 １ リ ブ ２ ４ ２ は 、 連 続 縁 部 ２ １ ４ の 残 り の 部 分 の 面 に 対 し て 略 垂 直 で あ る よ
う に 示 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 第 １ リ ブ ２ ４ ２ は 、 図 １ ３ の 縁 部 ２ １ ４ の 残 り の 部 分 に
沿 っ て 形 成 さ れ て い る 面 Ｄ Ｄ に 対 し て 略 垂 直 で あ る よ う に 示 さ れ て い る 。 更 に 具 体 的 に は
、 リ ブ は 、 縁 部 の 残 り の 部 分 の 面 に 対 し て 垂 直 で あ る 。 側 壁 ２ ９ ０ 、 ２ ９ ２ は 、 互 い に 間
隔 を 空 け て 配 置 さ れ て お り 、 縁 部 ２ １ ４ の 残 り の 部 分 の 面 Ｄ Ｄ に 対 し て 略 垂 直 で あ る よ う
に 示 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 側 壁 ２ ９ ０ 、 ２ ９ ２ は 、 縁 部 ２ １ ４ の 残 り の 部 分 に 対 し
て 必 ず し も 略 垂 直 又 は 垂 直 で な く て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 同 様 に 、 図 １ ３ の 第 ２ リ ブ ２ ４ ４ は 、 ２ つ の 側 壁 ３ ０ ０ 、 ３ ０ ２ を 架 橋 す る 概 ね 平 坦 な
面 ２ ９ ８ を 備 え て い る 。 第 ２ リ ブ ２ ４ ４ も 、 縁 部 ２ １ ４ の 残 り の 部 分 の 面 Ｄ Ｄ に 対 し て 略
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垂 直 で あ る よ う に 示 さ れ て い る 。 側 壁 ３ ０ ０ 、 ３ ０ ２ は 、 互 い に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て
お り 、 縁 部 ２ １ ４ の 残 り の 部 分 の 面 Ｄ Ｄ に 対 し て 略 垂 直 で あ る よ う に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 改 良 型 の ロ ッ ク 式 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 提 供 す る に は 、 リ ブ 側 壁 の 少 な く と も １ つ が 、 随
意 の ア ン ダ ー カ ッ ト を 有 し て い る の が よ い 。 先 に 述 べ た よ う に 、 リ ブ の 側 壁 に 形 成 さ れ て
い る そ の よ う な ア ン ダ ー カ ッ ト は 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ が 形 成 さ れ る と き に 、 隣 接 す る リ ブ
の 間 に 形 成 さ れ て い る 空 間 の 同 様 の ア ン ダ ー カ ッ ト と 係 合 す る 。 例 え ば 、 図 １ ３ で は 、 随
意 の ア ン ダ ー カ ッ ト ２ ９ ０ ａ 、 ２ ９ ２ ａ が 、 各 側 壁 ２ ９ ０ 、 ２ ９ ２ に 形 成 さ れ て い る 。 ア
ン ダ ー カ ッ ト の 大 き さ と 形 状 は 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ の 大 き さ と 形 状 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ の
材 料 の 種 類 と 厚 さ 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ の 必 要 な 保 持 強 度 の 様 な 要 因 次 第 で 変 わ る こ と が 多
い 。 必 要 な 保 持 強 度 は 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ 内 に 配 置 さ れ る 品 物 の 重 量 と 、 認 識 さ れ て い る
使 用 法 の 様 な 要 因 に よ っ て 変 わ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 先 に 述 べ た よ う に 、 リ ブ の 側 壁 に ア ン ダ ー カ ッ ト が 形 成 さ れ て い る 場 合 、 そ の 数 は 、 幾
つ か の 要 因 に よ っ て 決 ま る 。 リ ブ の 側 壁 は 、 ア ン ダ ー カ ッ ト が 無 く て も よ い し 、 少 な く と
も １ つ の ア ン ダ ー カ ッ ト を 備 え て い て も よ い （ 例 え ば 、 図 １ ３ で は 、 随 意 の ア ン ダ ー カ ッ
ト ２ ９ ０ ａ 、 ２ ９ ２ ａ を 備 え た 第 １ リ ブ ２ ４ ２ ） 。 同 じ 容 器 内 の 幾 つ か の リ ブ は ア ン ダ ー
カ ッ ト を 有 し て お ら ず 、 他 の リ ブ が １ つ 又 は そ れ 以 上 の ア ン ダ ー カ ッ ト を 有 し て い て も よ
い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ ２ で は 、 隆 起 及 び く ぼ み 領 域 ２ ４ ０ 、 ２ ６ ０ は 、 略 平 坦 な 領 域 を 備 え た 複 数 の リ ブ
を 有 し て い る 。 例 え ば 、 リ ブ ２ ４ ２ は 、 上 面 即 ち 略 平 坦 な 領 域 ２ ４ ２ ａ を 含 ん で い る 。 同
様 に 、 リ ブ ２ ６ ４ は 、 上 面 即 ち 略 平 坦 な 領 域 ２ ６ ４ ａ を 含 ん で い る 。 容 器 ア ッ セ ン ブ リ の
シ ー ル 性 能 を 改 良 す る た め 、 概 ね 平 坦 な 領 域 ２ ６ ４ ａ 、 ２ ４ ２ ａ が 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を
形 成 し て い る 第 ２ の 容 器 の 隣 接 す る リ ブ の 間 に 形 成 さ れ た 空 間 に 形 成 さ れ て い る 同 様 な 大
き さ の 平 坦 な 領 域 と 接 触 し て い る 。 或 る 空 間 に 形 成 さ れ て い る 同 様 な 大 き さ の 平 坦 な 領 域
の 例 を 、 図 １ ２ に 空 間 ２ ４ ６ で 示 し て い る 。 図 １ ２ に 示 し て い る よ う に 、 概 ね 平 坦 な 領 域
２ ８ ２ は 、 隣 接 す る リ ブ セ ッ ト （ 即 ち 、 隆 起 領 域 と く ぼ み 領 域 ） の 間 に 形 成 さ れ て お り 、
容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 解 除 可 能 に ロ ッ ク す る の を 助 け る 。 リ ブ の こ の 領 域 は 、 大 き さ と 形 状
が 図 １ １ － １ ３ に 示 し て い る も の と 違 っ て い て も よ い 。 リ ブ セ ッ ト 内 の リ ブ 数 は 、 図 １ １
及 び 図 １ ２ に 示 し て い る も の （ く ぼ み 領 域 に は ２ つ の リ ブ 、 隆 起 領 域 に は ３ つ の リ ブ ） か
ら 変 わ っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 複 数 の リ ブ ２ ２ ０ の 形 状 と 大 き さ は 、 図 １ ０ － １ ３ に 示 し て い る も の か ら 変 わ っ て い て
も よ い 。 複 数 の リ ブ は 、 容 器 を 積 み 重 ね た 高 さ が 最 小 に な る よ う な 形 状 寸 法 に 作 ら れ る の
が 好 ま し い 。 （ ａ ） 輸 送 経 費 と 梱 包 を 低 減 し 、 （ ｂ ） 小 売 及 び 消 費 者 環 境 に 適 し た 空 間 効
率 を 提 供 す る た め 、 容 器 の 積 み 重 ね 高 さ を 最 小 に す る の が 望 ま し い 。 容 器 ア ッ セ ン ブ リ の
保 持 強 度 を 最 大 化 す る の も 望 ま し い 。 必 要 な 保 持 強 度 は 、 消 費 者 が 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 容
易 に 開 閉 で き る よ う に し な が ら 、 な お か つ 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 不 注 意 に 開 け て し ま う の を
防 止 又 は 抑 制 す る と い う 、 両 者 の 間 の バ ラ ン ス で 決 ま る こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 １ ２ は 、 具 体 的 に 、 縁 部 ２ １ ４ に 形 成 さ れ て い る 随 意 の シ ー ル 造 形 部 ３ ５ ０ を 示 し て
い る 。 随 意 の シ ー ル 造 形 部 ３ ５ ０ は 、 容 器 ２ １ ０ の 中 心 に 関 し て リ ブ ２ ４ ２ 、 ２ ４ ４ 、 ２
６ ２ 、 ２ ６ ４ 及 び ２ ６ ６ か ら 外 方 向 に 配 置 さ れ て い る 。 換 言 す る と 、 随 意 の シ ー ル 造 形 部
３ ５ ０ は 、 容 器 ２ １ ０ の 中 心 に 関 し て 、 リ ブ ２ ４ ２ よ り 遠 く に 配 置 さ れ て い る 。 随 意 の シ
ー ル 造 形 部 ３ ５ ０ は 、 別 の 容 器 の 対 応 す る シ ー ル 造 形 部 （ 例 え ば 、 図 １ ５ に 示 さ れ て い る
随 意 の シ ー ル 造 形 部 ４ ５ ０ ） と 連 結 さ せ る と 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ の ロ ッ ク さ れ て い る リ ブ
と 共 に 、 材 料 が 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ に 出 入 り す る の を 防 止 又 は 抑 制 す る の を 助 け る 。 随 意
の シ ー ル 造 形 部 は 、 製 造 工 程 内 の 誤 差 に よ っ て 起 こ る 製 品 の 漏 れ を 防 止 又 は 抑 制 す る の に
特 に 有 用 で あ る 。 効 率 的 な シ ー ル を 提 供 す る た め 、 随 意 の シ ー ル 造 形 部 の 高 さ は 、 リ ブ の
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高 さ の 少 な く と も 半 分 は な け れ ば な ら な い 。 こ の こ と を 図 １ ５ に 示 し て お り 、 随 意 の シ ー
ル 造 形 部 ３ ５ ０ と ４ ５ ０ は 互 い に 接 触 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 し か し な が ら 、 図 １ ６ ａ 、 ｂ に 関 し て 先 に 論 じ た よ う に 、 随 意 の シ ー ル 造 形 部 は 、 リ ブ
か ら 内 方 向 に 配 置 し て 、 シ ー ル が 解 除 可 能 に ロ ッ ク で き る リ ブ よ り も 容 器 ア ッ セ ン ブ リ の
中 心 近 く に 形 成 さ れ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 発 明 の 或 る 実 施 形 態 に よ る 容 器 ア ッ セ ン ブ リ ４ ０ ０ を 、 図 １ ４ ａ 、 図 １ ４ ｂ に 示 す 。
容 器 ４ ０ ０ は 、 第 １ 容 器 ２ １ ０ と 第 ２ 容 器 ４ １ ０ を 備 え て い る 。 或 る 実 施 形 態 で は 、 第 ２
容 器 ４ １ ０ は 、 第 １ 容 器 ２ １ ０ と 実 質 的 に 同 じ 形 に 作 ら れ て い る 。 或 い は 、 第 ２ 容 器 ４ １
０ が 第 １ 容 器 ２ １ ０ と 全 く 同 じ で あ っ て も よ い 。 先 に 論 じ た よ う に 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ は
、 プ レ ー ト と 異 な る 第 １ 及 び 第 ２ 容 器 で 形 成 し て も よ い 。 例 え ば 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ は 、
ボ ウ ル と プ レ ー ト を 使 っ て 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 １ ４ ａ 、 図 １ ４ ｂ の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ ４ ０ ０ は 、 或 る 法 に 従 っ て 、 第 １ 容 器 ２ １ ０ と
第 ２ 容 器 ４ １ ０ を 提 供 す る こ と に よ っ て 形 成 し て も よ い 。 第 ２ 容 器 ４ １ ０ は 、 連 続 本 体 部
分 ４ １ ２ と 、 本 体 部 分 ４ １ ２ を 取 り 囲 み 、 そ こ か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い る 連 続 縁 部 ４
１ ４ と を 含 ん で い る 。 同 様 に 、 第 １ 容 器 ２ １ ０ は 、 先 に 論 じ た よ う に 、 連 続 本 体 部 分 ２ １
２ と 、 本 体 部 分 ２ １ ２ を 取 り 囲 み 、 そ こ か ら 側 方 外 向 き に 突 き 出 て い る 連 続 縁 部 ２ １ ４ と
を 含 ん で い る 。 両 方 の 縁 部 ２ １ ４ 、 ４ １ ４ は 、 そ れ ぞ れ 複 数 の リ ブ を 、 リ ブ の 間 の 空 間 と
共 に 含 ん で い る （ 図 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ に 図 示 せ ず ） 。 複 数 の リ ブ は 、 そ れ ぞ れ 、 上 記 図 １ ０
－ １ ３ に 示 し て い る リ ブ ２ ２ ０ と 同 様 の 形 状 寸 法 に 作 っ て も よ い 。 複 数 の リ ブ は 、 そ れ ぞ
れ 、 そ こ か ら 略 上 向 き （ 即 ち 、 連 続 本 体 部 分 か ら 離 れ る 方 向 ） に 突 き 出 て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 容 器 ア ッ セ ン ブ リ １ ０ ０ に つ い て 先 に 論 じ た よ う に 、 第 ２ 容 器 ４ １ ０ を 摘 ん で 第 １ 容 器
２ １ ０ に 対 し て １ ８ ０ 度 回 し 、 容 器 ２ １ ０ 、 ４ １ ０ が 略 整 列 し 、 縁 部 ２ １ ４ 、 ４ １ ４ が 互
い に 隣 接 す る よ う に す る 。 こ の 、 容 器 ４ １ ０ を 容 器 ２ １ ０ に 対 し て 動 か し た 位 置 を 図 １ ４
ａ に 示 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ ５ で は 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ ４ ０ ０ が 解 除 可 能 に ロ ッ ク さ れ る よ う に 、 容 器 ２ １ ０ の
１ つ の セ ッ ト の 隣 接 す る リ ブ ２ ６ ２ 、 ２ ６ ４ 、 ２ ６ ６ が 容 器 ４ １ ０ の そ れ ぞ れ の 第 ２ 空 間
４ ２ ２ 、 ４ ２ ４ 及 び ４ ２ ６ に 嵌 め 込 ま れ 、 容 器 ４ １ ０ の リ ブ ４ １ ８ 、 ４ ２ ０ が そ れ ぞ れ の
空 間 ２ ６ ８ 、 ２ ７ ０ に 嵌 め 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の ロ ッ ク 可 能 な 閉 鎖 機 構 の 強 度 は 、 突 き 出 て い る リ ブ の 数 、 リ ブ の 高 さ 、 ア ン ダ ー カ
ッ ト の 有 無 、 接 触 面 積 の 大 き さ 、 空 間 と リ ブ の 間 に 必 要 な 間 隙 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 形 成
す る の に 用 い ら れ る 材 料 の 種 類 と 厚 さ の 様 な 多 く の 変 数 で 変 わ る 。 容 器 ア ッ セ ン ブ リ の ロ
ッ ク 能 力 を 改 良 す る た め 、 先 に 述 べ た よ う に 、 随 意 の シ ー ル 造 形 部 を 付 加 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 発 明 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ は 、 通 常 ポ リ マ ー 材 料 で 作 ら れ る が 、 紙 又 は 金 属 の 様 な 材 料
で 形 成 し て も よ い 。 ポ リ マ ー 容 器 は 、 ポ リ オ レ フ ィ ン で 形 成 し て も よ い 。 ポ リ マ ー 製 の 食
品 容 器 は 、 通 常 、 配 向 ポ リ ス チ レ ン （ Ｏ Ｐ Ｓ ） 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト （ Ｐ Ｅ Ｔ ）
、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル （ Ｐ Ｖ Ｃ ） 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 及 び そ れ ら の 組 み 合 わ せ で 形 成 さ れ る 。 容
器 ア ッ セ ン ブ リ は 、 例 え ば 、 タ ル ク 又 は 炭 酸 カ ル シ ウ ム 入 り ポ リ オ レ フ ィ ン の 様 な ミ ネ ラ
ル 充 填 ポ リ マ ー 材 料 で 作 っ て も よ い 。 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 形 成 す る の に 用 い ら れ る 紙 の 例
と し て は 、 ボ ー ル 紙 又 は 成 形 繊 維 が あ る 。 ボ ー ル 紙 及 び 成 形 繊 維 は 、 通 常 、 第 １ 及 び 第 ２
容 器 を ロ ッ ク で き る 状 態 に 維 持 で き る だ け の 摩 擦 係 数 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 上 記 の よ う に 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 形 成 す る の に 用 い ら れ る 材 料 は 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ
を 解 除 可 能 に ロ ッ ク す る の を 助 け る 。 例 え ば 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 形 成 す る 材 料 は 、 一 方
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の 側 の 相 当 に 粘 着 性 の あ る 薄 層 が 、 他 側 の 側 の 相 当 に 粘 着 性 の あ る 薄 層 と 応 対 し て 、 望 ま
し い 解 除 可 能 に ロ ッ ク で き る 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 形 成 す る の に 用 い ら れ る 容 器 を 、 異 な る 材 料 で 作 る こ と も で き る 。
当 業 者 に は 理 解 頂 け る よ う に 、 他 の ポ リ マ ー 又 は ポ リ マ ー の 組 み 合 わ せ を 用 い て 、 容 器 を
形 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 本 発 明 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ は 、 通 常 は 使 い 捨 て で あ る が 、 後 で 再 使 用 す る こ と も で き る
。 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 形 成 す る の に 用 い ら れ る 容 器 （ 例 え ば 、 容 器 １ ０ ） は 、 １ つ の 区 画
を 有 す る 様 に 示 さ れ て い る 。 容 器 に 、 複 数 の 区 画 を 形 成 す る こ と も で き る 。 そ の よ う な 容
器 は 、 物 品 （ 例 え ば 、 食 品 ） を 異 な る 区 画 に 配 置 し 、 物 品 が 混 ざ る の を 防 止 又 は 抑 制 す る
の に 適 し て い る 。 例 え ば 、 食 品 の 望 ま し く な い 混 合 は 、 食 品 の 香 り と 粘 度 を 台 無 し に し か
ね な い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 上 記 の よ う に 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ は 、 食 品 に 使 用 す る こ と が で き る 。 そ の よ う な 容 器 ア
ッ セ ン ブ リ を 使 用 す る 方 法 は 、 食 品 を 配 置 す る 段 階 と 、 容 器 を ロ ッ ク し て 中 に 食 品 が 入 っ
た 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 形 成 す る 段 階 と を 含 ん で い る 。 次 に 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ は 、 加 熱 装
置 内 に 入 れ ら れ 、 加 熱 さ れ る 。 代 表 的 な 加 熱 装 置 に は 、 マ イ ク ロ 波 オ ー ブ ン と 従 来 型 の オ
ー ブ ン が あ る 。 容 器 ア ッ セ ン ブ リ に は 、 固 形 食 料 品 が 入 っ て い て も よ い 。 容 器 ア ッ セ ン ブ
リ は 、 冷 蔵 庫 及 び ／ 又 は 冷 凍 庫 で 保 存 す る の に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 本 発 明 の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 形 成 す る の に 使 用 さ れ る 容 器 は 、 従 来 の 熱 成 形 （ 例 え ば 、
圧 力 、 真 空 又 は そ れ ら の 組 み 合 わ せ ） 、 射 出 成 形 又 は 回 転 成 形 を 使 っ て 形 成 す る こ と が で
き る 。 熱 成 形 の 或 る 方 法 に よ れ ば 、 ポ リ マ ー 樹 脂 の ペ レ ッ ト と 、 使 う と す れ ば 添 加 剤 が 、
押 出 成 形 機 に 入 れ ら れ る 。 ポ リ マ ー 樹 脂 の ペ レ ッ ト と 、 使 う と す れ ば 添 加 剤 は 、 溶 融 し て
混 合 物 と な る 。 混 合 物 は 、 ダ イ を 通 し て 押 し 出 さ れ 、 押 出 成 形 シ ー ト と な る 。 押 出 成 形 シ
ー ト は 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 形 成 す る の に 用 い ら れ る 所 望 の 形 状 の 容 器 に 熱 成 形 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 形 成 す る の に 用 い ら れ る 容 器 の 厚 さ は 、 一 般 的 に 、 約 ０ ． ０ ０ ２ か
ら 約 ０ ． １ ５ イ ン チ の 範 囲 に あ る が 、 典 型 的 に は 約 ０ ． ０ ０ ５ か ら 約 ０ ． ０ ４ イ ン チ で あ
る 。 容 器 ア ッ セ ン ブ リ は 、 不 透 明 、 様 々 な 色 、 又 は 色 の 組 み 合 わ せ で あ っ て も よ い 。 消 費
者 が 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ を 開 く こ と 無 く 、 中 に 入 っ て い る 製 品 の 性 質 と そ の 状 態 を 確 認 す
る の が 望 ま し い 場 合 、 容 器 ア ッ セ ン ブ リ は 、 通 常 、 少 な く と も １ つ の 透 明 な 容 器 を 有 し て
い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 特 定 の 実 施 形 態 及 び 使 用 法 を 図 示 し て 説 明 し て き た が 、 本 発 明 は 、 こ こ
に 開 示 し た 構 造 及 び 構 成 そ の も の に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 定 義 す る
本 発 明 の 精 神 及 び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 様 々 な 修 正 、 変 更 及 び 変 形 を 施 せ る こ と は
以 上 の 説 明 か ら 明 白 で あ る 旨 理 解 さ れ た い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 或 る 実 施 形 態 で 用 い ら れ て い る 容 器 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 容 器 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 図 ３ － 図 ３ 線 に 概 ね 沿 う 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 概 ね 円 形 の 領 域 図 ４ の 拡 大 上 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ の 概 ね 円 形 の 領 域 図 ５ の 、 ２ つ の 隣 接 す る 突 き 出 て い る リ ブ を 示 す 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ６ 】 或 る 実 施 形 態 に よ る 、 図 １ の 概 ね 円 形 の 領 域 図 ６ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ ａ は 、 本 発 明 の 或 る 実 施 形 態 に よ る 、 図 １ の 容 器 と 、 図 １ と 同 じ 第 ２ の 容 器
を 使 っ た 、 解 除 可 能 に ロ ッ ク す る こ と の で き る 状 態 に あ る 容 器 ア ッ セ ン ブ リ の 側 面 図 で あ
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る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ７ ｂ は 、 図 ７ ａ の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ ｂ の 図 ８ － 図 ８ 線 に 概 ね 沿 う 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 用 い ら れ て い る 容 器 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ の 容 器 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ の 概 ね 円 形 の 領 域 図 １ １ の 拡 大 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ０ の 概 ね 円 形 の 領 域 図 １ １ の 、 ２ つ の 隣 接 す る 突 き 出 て い る リ ブ を 示 す 斜
視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ の 図 １ ３ － 図 １ ３ 線 に 概 ね 沿 う 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ４ ａ は 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 、 図 ９ の 容 器 と 、 図 ９ と 同 じ 第 ２ の
容 器 を 使 っ た 、 解 除 可 能 に ロ ッ ク で き る 状 態 に あ る 容 器 ア ッ セ ン ブ リ の 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 １ ４ ｂ は 、 図 １ ４ ａ の 容 器 ア ッ セ ン ブ リ の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ ｂ の 図 １ ５ － 図 １ ５ 線 に 概 ね 沿 う 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ６ ａ は 、 本 発 明 に 用 い ら れ て い る 更 に 別 の 容 器 の 上 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 １ ６ ｂ は 、 図 １ ６ ａ の 図 １ ６ ｂ － 図 １ ６ ｂ 線 に 概 ね 沿 う 拡 大 断 面 図 で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ５ 】
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